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大
妻
国
文

第
位
号

。
年

月

『
清
水
千
句
』

考

J工

本

裕

司
清
水
千
句
』

の
序
文

牛
見
正
和
氏
よ
っ
て
「
新
収
俳
書
『
清
水
千
句
｜
解
題
と
翻
刻
｜
』
」
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
が
平
成
十
四
年
五
月
の

「
ブ
ブ
リ
ア
」
（

一
七
号
）
誌
上
で
あ
る
。
以
下
の
内
容
は
大
部
分
を
該
稿
の
書
誌
・
解
題
・
本
文
翻
刻
に
頼
る
が
、
ま
ず
牛
見
氏
の
学
思
に
深
謝
す
る
。

『
清
水
千
句
』
は
横
本
一
冊
（
日
・

6
×

ω
・
0
）
、
山
口
清
勝
著
、
山
本
清
知
編
、

「
寛
文
十
三
歳
八
月
吉
日
・
京
二
条
通
／
書
林
山
本
八
兵

衛
板
」
。
山
本
清
知
の
序
文
二
丁
、
巻
末
に
句
数
（
匂
引
）
あ
り
。

清
知
の
序
文
は
『
生
玉
万
句
』
に
関
し
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
文
言
を
有

す
る
の
で
、
煩
を
い
と
わ
ず
全
文
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
（
便
宜
、
（
1
）
1
（3
）
に
分
け
、
句
読
点
・
段
落
は
私
に
付
す
。
表
記
を
若
干
変
え
て

い
る
。
な
お
本
文
士
一
十
四
丁
目
、
第
八
の
名
残
の
折
は
欠
丁
で
あ
る
）

0

（

1
）
寛
文
十
三
年
突
の
丑
の
二
月
十
八
日
、
大
坂
清
水
寺
観
音
堂
に
奉
納
の
万
句
興
行
有
。
お
な
じ
く
廿
五
日
、
生
玉
の
御
社
に
も
万
句
を

催
さ
れ
て
、
や
つ
が
れ
ど
も
の
し
た
し
み
ふ
か
き
山
口
清
勝
を
、
此
道
の
す
き
人
と
て
ま
ね
か
る
』
と
い
へ
ど
も
、
難
波
江
の
住
ゐ
を

『
清
水
千
句
』
考

五
五



五
六

し
て
、
釣
の
い
と
置
も
あ
回
ぬ
身
な
れ
ば
、
あ
ま
た
囚
び
い
な
び
お
は
す
る
に
、
猶
人
の
い
ひ
や
み
給
は
ず
。
か
ろ
き
身
に
か
な
た
こ

（
破
損
）

な
た
の
御
意
は
お
も
し
。
下
地
は
（
一
オ
）
（
以
下
四
行
破
損
欠
）
少
き
生
（
以
下
四
分
ノ
三
行
破
損
欠
）
連
衆
よ
な
ど
』
い
ひ
口
口
ら
ひ

国
仏
神
も
請
取
給
は
ぬ
、
邪
な
る
心
を
も
て
奉
納
の
席
に
つ
ら
な
る
人
の
お
ほ
け
れ
ば
、
煩
は
し
く
お
も
は
る
』
に
や
。

（2
）
清
水
・
生
玉
の
連
衆
に
尋
き
か
れ
し
に
、
中
に
も
う
と
か
ら
ぬ
人
は
、
此
道
の
繁
目
と
よ
ろ
こ
び
て
、
ゆ
め
ノ
＼
あ
ら
そ
ふ
こ
』
ろ
も

（一ウ）

は
り
あ
ふ
心
も
有
に
こ
そ
。
本
よ
り
清
勝
は
清
水
の
清
光
院
よ
り
、
此
度
万
句
の
う
ち
八
千
句
め
の
巻
軸
、

と
し
の
う
ち
の

立
春
の
発
句
請
取
、
京
・
大
坂
・
堺
の
巧
者
達
に
肩
を
な
ら
べ
て
、

お
ろ
か
な
る
身
の
か
ざ
り
と
も
な
る
べ
し
な
ど
い
へ
れ
ば
、
猶
邪

気
な
し
。

し
か
る
を
わ
き
よ
り
こ
と
が
ま
し
く
い
ひ
な
す
な
ら
し
。

（3
）
生
玉
は
神
明
、
清
水
は
仏
陀
、
彼
と
い
ひ
是
と
い
ひ
、

お
ろ
そ
か
に
お
も
ふ
事
や
は
あ
る
。
清
勝
清
水
の

二
オ
）
連
衆
に
し
て
生
玉

の
席
に
つ
ら
な
る
こ
と
は
、
ま
ね
く
友
の
お
ほ
け
れ
ば
な
り
。
此
た
び
の
清
水
寺
へ
出
座
、
憐
怠
の
た
め
、
奉
納
の
十
百
韻
は
一
日
千

句
な
り
け
れ
ば
、
執
筆
の
隙
も
な
く
、
指
合
・
諸
法
度
の
用
捨
も
そ
こ
ノ
＼
に
し
て
見
ぐ
る
し
け
れ
ど
、
信
心
ひ
と
つ
に
て
、

ま
こ
と

あ
る
朋
友
を
す
』
む
る
功
徳
共
に
成
仏
の
縁
に
も
な
ら
ん
か
し
と
の
心
ざ
し
の
ふ
か
き
を
捨
が
た
く
て
、
板
に
ち
り
ば
む
る
こ
と
、

し

か
な
り
。

山
本
清
知
（
一
ウ
）

上
記
の
う
ち
（
1
）
の
冒
頭
部
分
は
特
に
重
要
な
の
で
、
牛
見
氏
の
解
題
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

『
清
水
千
句
』
は
、
寛
文
末
年
か
ら
延
宝
期
に
か
け
、
大
坂
俳
壇
で
活
躍
し
た
山
口
清
勝
主
催
の
大
坂
清
水
寺
（
東
成
郡
天
王
寺
よ
り
西
安

井
の
北
也
。
『
難
波
鶴
』
に
よ
る
）
奉
納
俳
譜
十
百
韻
を
収
め
る
。
本
千
句
は
、
本
書
序
及
び
所
収
各
百
韻
発
句
（
春
。
「
清
水
連
歌
」
に
倣
い

各
発
句
に
「
花
」
を
詠
み
込
む
）
に
徴
し
て
、
先
の
「
清
水
万
句
」
（
寛
文
十
三
年
二
月
二
月
十
八
日
開
催
）
・
「
生
玉
万
句
」
（
同
年
同
月
二
十
五
日



開
催
、
翌
三
月
七
日
満
尾
）
輿
行
の
後
、
清
勝
等
十
八
名
一
座
に
て
一
日
で
成
就
し
た
俳
譜
興
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
さ
れ
、
更
に
、
『
潜
水
万
句
』
と
『
生
玉
万
句
』
奥
行
の
期
日
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
、
『
清
水
千
句
』
の
興
行
に
は
大
坂
俳
壇
内
に
無
意
味

な
争
い
の
生
じ
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
該
千
句
の
持
つ
意
義
に
及
ば
れ
て
い
る
。
御
説
の
通
り
で
、
こ
の
序
文
が
記

す
ご
と
く
、
『
生
玉
万
句
』
の
興
行
が
寛
文
十
三
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
日
間
の
興
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

寛
文
十
三
年
一
一
月
十
八
興
行
の
『
清
水
万
句
』
は
、
牛
見
氏
指
摘
以
前
の
昭
和
五
十
三
年
に
前
回
金
五
郎
氏
に
指
摘
が
あ
る
。
即
ち
前
田
氏
の

「
土
橋
宗
静
日
記
」
（
「
船
場
」
七
）
、
寛
文
十
三
年
二
月
十
四
日
に
お
い
て
、
「
宗
久
よ
り
申
来
、
天
王
寺
清
水
清
光
院
ニ
、
先
年
貞
徳
発
句
ニ
道

節
第
三
仕
置
被
申
候
、
打
捨
て
有
之
ニ
付
、

万
句
興
行
ノ
由
、
則
我
等
ニ
も
発
句
せ
よ
と
被
申
候
故
、
紙
子

己ョ
万言

静

身
う
ご
き
の
音
や

う
ら
浪
嶋
紙
子
（
『
近
世
文
学
雑
考
』
所
収
稿
で
は
「
浦
嶋
子
」
）
。

青
簾

正
俊

青
す
た
れ
機
て
そ
み
る
天
下
茶
屋

如
比
ニ
両
人
の
名
に
し

て
二
枚
遣
し
候
也
」
を
引
用
し
て
、
こ
の
記
事
こ
そ
が
『
生
玉
万
句
』
序
が

「
か
の
万
句
の
数
に
も
の
ぞ
か
れ
ぬ
」
と
記
す
万
句
興
行
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
、
更
に
牛
見
氏
稿
発
表
後
も
牛
見
氏
の
稿
を
享
け
、
「
前
者
が
宗
久
主
催
の
万
旬
、
後
者
が
鶴
永
主
催
の
そ
れ
と
思
わ
れ
る
」

と

さ
れ
て
い
る
（
『
近
世
文
学
雑
考
』
所
収
稿
の
該
稿
相
当
部
分
「
補
記
」
）
。

筆
者
は
旧
稿
「
『
生
玉
万
句
』
追
考
」
（
「
園
撃
院
雑
誌
」
昭
和
白
・

6
）
で
前
田
氏
説
を
紹
介
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
現
在
も
前
回
・
牛

見
氏
説
を
傾
聴
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

二
者
の
興
行
の
間
隔
が
わ
ず
か
七
日
し
か
な
い
こ
と
に
若
干
の
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
。

前
田
氏
は
「
対
抗
作
と
し
て
企
画
し
た
ス
ピ
ー
ド
に
は
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
」
（
前
記
二
稿
の
う
ち
「
補
記
」
の
方
）
と
鶴
永
の
情
報
キ
ャ
ッ
チ
の
素

早
さ
を
強
調
さ
れ
る
の
だ
が
、
『
生
玉
万
句
』
出
句
者
が
一
六

O
名
（
荒
木
田
守
武
を
除
く
）
、
興
行
成
就
祝
賀
発
句
者
が
四
六
名
（
出
句
者
と
重

複
す
る
者
八
名
を
除
く
）
、
合
計
二
百
名
を
越
す
人
士
を
わ
ず
か
七
日
間
で
は
た
し
て
集
め
ら
れ
た
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
確
か
に
興
行
の
二

月
一
一
十
五
日
に
全
員
が
集
ま
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
前
記
の
動
員
数
は
二
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
日
間
の
あ
い
だ
に
（
あ
る
い
は
土
橋
宗
静
親

子
（
正
俊
は
宗
静
の
息
）
の
ご
と
く
、
句
を
送
っ
た
だ
け
の
者
も
い
る
可
能
性
が
あ
る
）
、
ま
た
祝
賀
発
句
の
提
供
者
は
刊
行
直
前
の
六
月
ま
で
に
送
つ

『
清
水
千
句
』
考

五
七



五
八

た
可
能
性
も
あ
る

（
万
句
追
加
の
後
に
「
「
寛
文
十
一
二
葵
丑
林
鐘
廿
八
日
」
）
。
改
め
て
『
生
玉
万
句
』
を
検
討
す
る
際
に
考
え
る
予
定
で
あ
る
が
、

因
み
に
記
す
と
『
清
水
千
句
』
序
が

一
種
の
と
ま
ど
い
を
抱
く
こ
と
も
事
実
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

「
清
水
観
音
堂
」
（
（
1
）
の
文
）
・
清
光
院
（
（
2
）
の
文
）
と
別
名
で
称
し
て
い
る
の
は
、
当
寺
の
正
式

『
生
玉
万
句
』
出
句
者
と
西
鶴
と
の
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、

名
称
は
清
光
院
、
通
称
が
新
清
水
（
寺
）
、
寛
永
十
七
年
京
都
清
水
寺
の
千
手
観
音
を
移
し
て
本
尊
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
な
お
正
月
十

八
日
な
が
ら
、
十
八
日
は
新
清
水
観
音
供
が
営
ま
れ
る
日
で
あ
る
（
『
難
波
鑑
』
二
）
。

あ
と
（

1
）
 

で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
や
つ
が
れ
ど
も
の
し
た
し
み
ふ
か
き
山
口
清
勝
を
、
此
道
の
す
き
人
と
て
ま
ね
か
る
』
と
い
へ
ど
も
」

の
文
言
は
、
「
お
な
じ
く
廿
五
日
、
生
玉
の
御
社
に
も
万
句
を
催
さ
れ
て
」
を
享
け
て
お
り
、
即
ち
『
生
玉
万
句
』
の
興
行
に
招
待
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
暇
な
き
身
に
あ
る
の
で
再
三
断
っ
た
が
な
か
な
か
承
知
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
以
下
は
破
損
部
分
が
多
い
の

で
意
味
を
明
確
に
と
り
か
ね
る
が
、
「
仏
神
も
請
取
給
は
ぬ
、
邪
な
る
心
を
も
て
奉
納
の
席
に
つ
ら
な
る
人
の
お
ほ
け
れ
ば
煩
は
し
く
お
も
は

る
』
に
や
」

か
ら
は
、
清
勝
が
断
る
こ
と
が
繁
か
っ
た
の
は
、
該
興
行
の
出
座
者
に
不
純
な
る
動
機
で
出
て
い
る
者
が
お
り
、

そ
れ
を
煩
わ
し

く
思
っ
た
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
看
取
さ
れ
る
（
不
純
者
は
興
行
主
催
者
で
あ
る
西
鶴
を
指
す
と
も
解
さ
れ
る
）
。

続
く
（
2
）
文
言
も
二
つ
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

一
は
『
生
玉
』
・
『
清
水
』
の
連
衆
で
こ
の
道
に
疎
か
ら
ぬ
人
に
尋
ね
る
と
、
こ
の
道
の
繁
栄

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
『
生
玉
』

へ
の
出
座
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
決
し
て
争
う
心
・
張
り
合
う
心
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
。

二
は
、
清
勝
は
先
の
『
清
水
万
句
』
興
行
の
折
に
は
八
千
句
目
の
巻
軸
、
年
内
立
春
の
発
句
を
引
き
受
け
、
京
・
大
坂
・
堺
の
巧
者
た
ち
と
一
屑

を
並
べ
て
技
を
競
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
邪
気
か
ら
で
は
な
い
。
な
の
に
、
脇
か
ら
口
さ
が
な
く
言
う
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
（
「
お
ろ
か
な
る

身
の
か
ぎ
り
と
も
な
る
べ
し
」
の
意
味
が
と
り
に
く
い
が
、
「
お
ろ
か
な
る
身
」
は
『
生
玉
万
句
』
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
一
部
の
連
衆
を
指
し
、
「
か
ざ

り
と
も
な
る
」
は
花
を
添
え
る
、
箔
を
つ
け
る
程
度
の
意
と
な
る
か
）
。

（

3
）
の
文
意
も
二
つ
に
分
け
得
る
。
一
つ
は
阿
立
論
。
生
玉
社
は
神
道
で
あ
り
、
清
水
寺
は
仏
教
、
両
方
と
も
お
ろ
そ
か
に
扱
う
こ
と
は

で
き
な
い
、
清
勝
が
両
方
の
興
行
に
招
か
れ
る
の
は
両
方
に
招
く
友
が
い
る
か
ら
で
あ
る
、
即
ち
ど
ち
ら
か
ら
も
そ
の
才
を
買
わ
れ
て
い
る
か



ら
で
あ
る
、

と
い
う
一
種
の
二
者
包
摂
論
。

二
は
本
『
清
水
千
句
』
興
行
の
事
情
説
明
。
「
悌
怠
」

は
怠
慢
、
な
い
し
は
準
備
不
足
の
意
か
。

該
『
清
水
千
句
』
十
百
韻
の
奉
納
が
一
日
だ
け
の
執
筆
の
余
裕
も
な
い
ほ
ど
の
慌
た
だ
し
さ
で
興
行
さ
れ
た
こ
と
、
従
っ
て
差
合
や
諸
法
度
の

取
捨
も
簡
略
で
拙
速
の
感
は
免
れ
ぬ
が
、
俳
譜
に
い
そ
し
む
同
士
山
人
た
ち
の
精
進
の
気
持
ち
を
汲
ん
で
版
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
。

以
上
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
誤
読
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
逐
条
的
に
解
読
し
て
み
た
。
そ
う
誤
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
牛
見
氏
稿
に
も

詳
細
な
解
題
が
そ
な
わ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
こ
の
『
清
水
千
句
』
は
巻
末
に
、
「
寛
文
十
三
歳
八
月
吉
日
／
京
二
条
通
／
書
林
山
本
八

兵
衛
板
」

つ
ま
り
は
『
生
玉
万
句
』
に
遅
れ
る
こ
と
二
ヶ
月
で
版
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
版
元
の
山
本
八
兵
衛
に
つ
い
て
は
牛
見
氏
稿

も
未
詳
と
さ
れ
る
し
、
筆
者
に
も
今
の
処
分
か
ら
な
い
。

序
者
の
山
本
清
知
に
つ
い
て
も
牛
見
氏
稿
も
知
ら
な
い
人
物
と
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
か
す
か
な
が
ら
一
つ
の
手
が
か
り
を
得
た
。
井
上
敏
幸

氏
が
「
憂
殊
院
蔵
『
俳
譜
三
ツ
物
揃
』
」
を
「
連
歌
俳
諾
研
究
」
五
十
三
号
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
今
栄
蔵
氏
の
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
の

第
二
部
「
歳
旦
集
編
」
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
早
稲
田
大
学
貴
重
本
研
究
会
（
雲
英
末
雄
・
伊
藤
善
隆
・
二
又
淳
氏
）
に
よ
る
「
翻

刻
・
影
印
、
『
匂
胤
百
人
一
句
』
」
（
以
下
、
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
と
略
称
）
の
解
題
に
言
及
が
あ
る
。
上
記
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
は
別
本
に

「
延
宝
三
年
春
月
」
刊
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
お
（
町
、
本
『
清
水
千
句
』
と
も
関
わ
り
、
西
鶴
の
『
帯
仙
炉
問
臓
』
（
以
下
、
『
寄
仙
』

よ
っ
て

と
略
記
）
を
意
識
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

井
上
氏
稿
に
よ
る
と
該
書
は
巻
頭
に
「
俳
譜
三
ツ
物
揃
／
延
宝
三
年
」
と
あ
る
「
寺
町
二
条
上
ル
町

庄
兵
衛
板
」

の
歳
旦
集
で
、
そ
こ
に

「
大
坂
山
口
氏
清
勝
・
衣
笠
氏
友
保
・
隅
岡
氏
路
春
」

の
三
ツ
物
が
載
り
（
つ
い
で
な
が
ら
付
す
と
一
一
組
目
に
「
五
十
歳
な
り
け
れ
ば
」
の
詞
書
が
あ
っ
て
路
春

の
発
句
、
一
二
組
目
に
も
「
同
」
と
あ
っ
て
友
保
の
発
句
）
、
他
に
「
元
日

女
・
清
知
・
立
之
・
常
重
・
辰
之
・
松
立
・
正
春
等
八
名
の
発
句
と
、
清
勝
の
歳
暮
吟
が
登
載
さ
れ
て
い
る

世
界
迷
惑
の
年
を
越
て
」

の
詞
書
の
も
と
、
大
坂
正
勝
・
キ
ハ
女
・
七
才

（
傍
点
筆
者
、
特
に
断
ら
な
い
限
り

以
下
も
同
じ
）
。
上
記
の
う
ち
傍
点
を
付
し
た
「
清
知
」
が
山
本
清
知
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
す
る
。
清
知
の
発
句
の
み
を
紹
介
す

る
と
、
「
唐
は
し
ら
す
お
さ
め
給
ふ
や
我
朝
賀

清
知
」
。
清
知
に
関
し
て
は
該
書
の
ほ
か
管
見
の
範
囲
全
く
手
が
か
り
を
得
ず
確
言
で
き
な
い

『
清
水
千
句
』
考

五
九



六
O

が
、
清
勝
の
歳
旦
集
に
名
を
連
ね
る
こ
と
か
ら
こ
の
人
物
が
山
本
清
知
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
う
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
な
お
、

上
記
の
う
ち
、
友
保
・
路
春
・
常
重
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

『
清
水
千
句
』

の
連
衆

『
清
水
千
句
』
の
第
一

「
賦
何
飽
誹
譜
」
初
折
表
三
句
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ふ
だ
ら
く
の
身
に
な
る
縁
や
花
の
種

1青
勝

興
じ
て
愛
に
き
た
の
藤
波

成
章

盃
の
底
さ
へ
霞
し
ゐ
あ
ひ
て

貞
因

以
下
、
常
朝
・
路
春
・
常
重
・
本
茂
・
玄
三
（
表
八
句
）
、
松
緑
・
冷
笑
・
保
直
等
が
続
き
、
第
十
の
名
残
裏
三
句
は
、

村
の
む
ら
が
る
村
烏
な
り

常
重

花
の
校
に
鳥
と
ま
る
熊
野
山

1青
勝

影
も
う
ら
』
に
か
』
ぐ
燈
明

路
春

で
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
、
清
勝
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
藤
原
貞
因
・
隅
回
路
春
が
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
巻
末
に
「
句
数
」
（
句
引
）

が
載
り
そ
れ
を
以
下
に
記
す
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
該
書
は
第
八
の
名
残
の
折
一
丁
（
一
二
十
四
丁
目
）
を
欠
く
の
で
、
そ
の
下
に
筆
者
が
計
測

し
た
実
数
を
算
用
数
字
で
記
し
て
お
く
。

路清
春勝

九
十
壱
・
引n

w
d
 

八
十

常成
重章

ノ、

十
九

68 40 

四
十

本貞
茂因

三九
十十
五五

33 91 

常
朝

玄

五
十
四
・
日

四
十
六
・
必



松
緑

四
十
弐
・
引

冷
笑

九
十

85 

保
直

五
十
四
・
日

友
保

十

12 

友

十

17 

口
慰

廿

22 

喜
週

三
十
七
・
却

貞
富

一
一
十
七
・
招

重
吉

九
十
七
－

M

豊
春

七
十
一
・

ω

執
筆

十

10 

該
句
数
を
総
計
す
る
と
ち
ょ
う
ど
千
句
と
な
る
。
第
八
の
一
丁
分
、
巻
末
句
数
と
筆
者
の
計
測
で
は
二
十
二
句
の
差
が
出
る
は
ず
だ
が
筆
者

の
実
数
計
測
の
方
が
多
い
場
合
も
あ
る
（
保
直
・
三
友
・
貞
富
）
。
そ
こ
で
筆
者
が
実
測
し
た
句
数
を
合
計
す
る
と
九
九
七
と
な
る
。
と
こ
ろ
が

第
八
の
名
残
の
折
一
丁
を
欠
く
の
だ
か
ら
二
十
二
句
少
な
く
な
る
は
ず
で
九
七
八
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
第
九
の
初
折
裏
十
句
目
の
作

者
が

「
常
口

（
漉
ム
ラ
ご

で
未
詳
と
な
っ
て
い
て
、
筆
者
は
該
句
作
者
を
数
え
て
い
な
い
。
従
っ
て
一
応
筆
者
の
計
測
も
合
っ
て
い
る
と
考

え
て
お
く
。
以
上
に
よ
っ
て
第
九
名
残
の
丁
を
欠
く
現
在
の
実
数
と
「
句
数
」

の
違
い
は
最
大
で
五
句
に
及
ぶ
が
（
冷
笑
）
大
半
が
一

1
二
句

な
の
で
、
以
降
は
「
句
数
」
を
基
準
に
し
て
考
え
て
い
く
。

上
記
に
よ
っ
て
当
日
の
連
衆
は
執
筆
を
入
れ
て
十
九
名
。
収
録
句
数
の
最
も
多
い
の
が
重
吉
の
九
十
七
句
。
九
十
句
以
上
が
貞
因
（
伺
）
と

清
勝
（
引
）
、
冷
笑
（
伺
）
。

つ
い
で
路
春
の
八
十
句
、
豊
春
の
七
十
一
句
で
上
位
玉
名
と
な
る
。
清
勝
主
催
の
興
行
で
あ
る
こ
と
は
序
文
か
ら

疑
う
余
地
な
く
、
巻
頭
・
巻
軸
か
ら
貞
因
と
路
春
も
本
興
行
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
推
し
て
も
こ
れ
ま
た
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

山
口
清
勝

そ
こ
で
ま
ず
、
『
清
水
千
句
』
を
主
催
し
た
清
勝
に
つ
い
て
概
略
を
記
す
。
そ
の
中
で
も
延
宝
三
年
の
清
勝
主
催
と
推
定
さ
れ

る
上
掲
歳
旦
集
が
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
上
記
歳
日
一
集
に
は
『
清
水
千
句
』
に
重
複
す
る
と
推
定
さ
れ
る
人
土
が
、
清
勝
の
ほ
か
に
、
衣
笠
友

保
・
隅
回
路
春
・
常
重
・
清
知
が
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
蛇
足
す
る
と
、
清
勝
に
は
歳
旦
集
に
顔
を
出
す
例
が
他
に
二
つ
あ
る
。

「
一
冗
禄
時
代
俳
人
大
観
」
会
二
が
録
す
る
「
貞
享
三
ツ
物
」
（
貞
享
三
年
刊
）
の
、
「
重
栄
歳
旦
帳
」
で
あ
る
。
そ
の
三
物
は
「
重
栄
｜
政
頼
｜

一
は
雲
英
末
雄
氏
等
の

清
勝
」

か
ら
成
り
、
他
に
歳
旦
発
句
五
十
句
を
付
す
（
全
二
丁
）
。
残
念
な
が
ら
『
清
水
千
句
』
に
出
座
す
る
メ
ン
バ
ー
は
い
な
い
。
重
栄
は

竹
山
氏
、
松
江
重
頼
円
、
撰
集
に
『
短
鰻
集
』
（
延
宝
二
年
刊
）
あ
り
。

二
は
、
同
年
刊
の

「
山
口
清
勝
三
物
」

で
、
「
大
坂
山
口
清
勝
l
き
さ
女
｜

『
清
水
千
句
』
考

」ー

ノ、



一』

ノ、

沙
門
来
真
」
が
出
る
の
み
。
前
出
延
宝
三
年
の
清
勝
歳
日
一
に
出
た
女
性
は
「
キ
ハ
女
」
・
「
七
才
女
」

で
、
該
歳
旦
集
で
は

「
き
さ
女
」
。
『
蛙
井

集
』
に
八
句
入
集
の

「
き
わ
」

は
「
キ
ハ
女
」

の
こ
と
か
。
ま
た
前
出
雲
英
氏
等
稿
の
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
に
も
清
勝
と
共
に
「
山
口
氏
キ

ハ
女
」

の
名
で
「
は
な
さ
そ
う
ふ
あ
ら
し
ん
き
ゃ
な
木
々
の
烏
」
（
私
に
掲
載
順
に
順
番
を
付
け
る
と
M

四
番
。
以
下
も
同
じ
）
が
出
る
。

次
に
野
間
光
辰
氏
紹
介
の
『
寛
文
比
誹
譜
綜
匠
川
名
誉
人
』
（
以
下
、
『
寛
文
比
誹
諮
』
と
略
記
）
が
あ
る
。
該
書
は
全
五
一
七
名
に
及
ぶ
貴
紳
か

俳
帯
仙
人
数
／
井
蛙
集
撰

そ
の
中
に
「
山
口
九
良
兵
衛

大
坂

ら
庶
民
に
至
る
ま
で
の
連
歌
・
俳
譜
の
著
名
人
を
録
し
た
写
本
で
あ
る
が
、

者

清
勝
」
と
あ
り
、
あ
る
程
度
は
名
の
通
っ
た
俳
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
更
に
清
勝
が
『
生
玉
万
句
』
に
三
句
出
句
し
て
い
る
事

実
、
な
か
ん
ず
く
「
第

梅
」
の
第
一
一
一
「
鴛
を
日
毎
に
き
け
ど
輿
は
有
て
」
を
受
け
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
清
勝
が
『
生

玉
万
句
』
の
興
行
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
、
知
実
に
示
し
て
い
よ
う
。

な
ら
ば
、
清
勝
の
寛
文
末
期
ま
で
の
俳
歴
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

比
較
的
早
い
時
期
の
入
集
と
し
て
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）

三
月
刊
の

『
賜
鵡
集
』
（
高
瀬
梅
盛
撰
）

へ
の
一
句
入
集
が
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
は
乾
氏
に
「
清
勝
（
大
坂
）

賜
鵡
1

〔
注
〕
山
口
九
良
兵
衛
か
、
未

詳
」
（
『
俳
諮
師
西
鶴
』
所
収
の
「
遠
近
集
の
研
究
」
の
「
『
遠
近
集
』
以
前
」
）
が
あ
る
。
上
記
乾
氏
の
疑
問
は
先
掲
『
寛
文
比
誹
譜
』
の

「
山
口
九
良

兵
衛
」
を
踏
ま
え
て
の
若
干
の
留
保
と
推
さ
れ
、
該
『
鵜
鵡
集
』
句
引
の
所
付
で
は
「
摂
津
」
に
入
っ
て
い
る
（
今
栄
蔵
氏
『
貞
門
談
林
俳
人
大

（

3
）
 

観
』
に
よ
る
。
以
後
今
氏
『
俳
人
大
鑑
』
と
略
）

O

次
が
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
三
月
刊
の
『
遠
近
集
』
（
1
句
入
集
・
西
村
長
愛
子
撲
、
摂
州
大
坂
／
清
勝
）
。
『
遠
近
集
』
は
鶴
永
（
西
鶴
の
初
号
）

初
見
の
集
と
し
て
著
名
で
、
『
勢
鵡
集
』
入
集
の
句
が
山
口
九
良
兵
衛
清
勝
な
ら
、
西
鶴
に
先
行
す
る
こ
と
八
年
前
左
な
る
。
『
遠
近
集
』
な
ら

西
鶴
と
同
期
。
筆
者
は
清
勝
に
関
し
て
は
、
『
鶏
鵡
集
』
初
見
の
立
場
に
た
っ
。
あ
と
は
『
細
少
石
』
（
寛
文
8
・
6
刊
・
梅
盛
撲
に
1
句
、
た
だ

正
月
に
は
清
勝
初
の
撰
著
で
あ
る
『
蛙
井
集
』
を
刊
行
し
、
発
句
五
六
、
付
句
十
二
を
入
れ
る
。
続

し
池
田
住
）
、
寛
文
十
一
年
（
二
ハ
七
一
）

に
十
句
入
集
。
同
じ
く
大
坂
の
中
村
宜
久
・
井
口
如
貞
共
撰
の
『
難
波
草
』

む
ね
し
げ

（
同
日
・

7
刊
）
に
一
句
入
集
と
続
き
、
寛
文
十
二
年
（
三
月
刊
）
に
は
伊
与
宇
和
島
藩
主
伊
達
秀
宗
の
四
男
で
城
代
家
老
を
務
め
た
桑
折
宗
臣

い
て
大
坂
の
撰
者
高
滝
以
仙
の
『
落
花
集
』
（
寛
文

u
・
3
刊）



の
編
む
『
大
海
集
』
に
「
今
津
村
住
／
山
口
氏
自
足
子
清
勝
」

で
十
七
句
入
集
。

つ
い
で
に
記
せ
ば
同
集
に
は
「
山
口
氏
／
清
勝
妹
」
も
一
’
句

入
集
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
（
注
1
）
稿
の
解
題
で
雲
英
氏
は
、
延
宝
三
年
刊
の
清
勝
歳
旦
帳
に
載
る
「
キ
ハ
女
」
を
、
「
妻
女
き
は
女
」
と
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
井
上
氏
紹
介
の
該
歳
旦
帳
に
は
「
キ
ハ
女
」
「
七
才
女
」
と
あ
る
の
み
で
、
「
妻
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
雲
英
氏
が
急
逝
さ

れ
た
の
で
お
尋
ね
す
る
術
は
な
く
、
ま
た
些
細
な
こ
と
な
の
だ
が
、

一
応
こ
こ
で
整
理
し
て
み
る
と
、
延
宝
三
年
刊
の

「
山
口
清
勝
三
物
」

で

は
「
キ
ハ
女
」
「
七
才
女
」
、
同
年
刊
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
で
は

「
大
坂
七
歳
／
き
さ
女
」
「
山
口
氏
／
き
は
女
」
、
『
大
海
集
』
巻
之
二
「
藤
」

の
項
に
載
る
当
該
句
「
見
て
歌
や
案
す
る
藤
の
浪
ま
く
ら
」
に
は
、
「
山
口
清
勝
妹

大
坂
住
」
（
句
引
で
は
今
津
村
住
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

上
記
か
ら
、
山
口
清
勝
の
妹
が
延
宝
三
年
刊
の

「
山
口
清
勝
三
物
」
に
載
る
「
キ
ハ
女
」

で
、
同
三
物
の

「
七
歳
女
」
が
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』

の

「
七
歳
・
き
さ
女
」

で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
今
の
処
「
山
口
清
勝
妹
」
が

「
キ
ハ
女
」

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

と
は
で
き
な
い
が
、
筆
者
は
「
キ
ハ
女
」

は
清
勝
の
妹
と
解
し
て
お
く
。

さ
て
、
清
勝
は
、
寛
文
年
中
で
は
『
手
繰
舟
』
（
寛
文
ロ
・

7
刊
）
に
7
句
の
入
集
が
あ
る
。
該
集
の
撰
者
は
阿
知
子
顕
成
。
顕
成
は
連
歌
か

梶
山
保
友
等
と
も
親
し
く
、
堺
最
初
の
俳
譜
撰
集
『
境
海
草
』
（
万
治
3

・
7
刊
）
、
『
続
境
海
草
』
（
寛
文
ロ
・

7
刊）

ら
俳
譜
に
移
っ
た
人
で
、
摂
津
平
野
の
土
橋
宗
静
と
も
交
誼
が
あ
り
、
西
山
宗
因
と
も
連
歌
で
一
座
、
京
の
松
江
重
頼
、
大
坂
の
松
山
玖
也
・

の
撰
者
で
も
あ
っ
た
。
『
清

水
千
句
』
の
序
者
が
清
勝
を
し
て
、
「
京
大
坂
堺
の
功
者
達
に
肩
を
な
ら
べ
て
」
と
誇
示
し
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

以
下
は
略
述
に
従
う
が
『
千
宜
理
木
』
（
延
宝
3
・
9
刊
・
広
岡
宗
信
撰
）
に
十
四
句
、
『
糸
屑
集
』
（
同
3
・
日
刊
・
伊
勢
村
重
安
撲
）
に
十
八
旬
、

『
河
内
鑑
名
所
記
』
（
同
7
・
7
刊
・
三
田
浄
久
著
）
に
三
句
、
『
太
夫
桜
』
（
同
8

・
4
刊
・
和
気
遠
舟
撰
）

の

「
藤
万
句
」
に
一
句
等
、

そ
の
活
動

は
年
を
追
う
に
つ
れ
て
活
発
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
清
勝
の
俳
歴
を
管
見
の
範
囲
で
た
ど
っ
た
が
、
も
し
『
購
鵡
集
』
入
集
の
清
勝
が
山
口
清
勝
で
あ
る
と
す
れ
ば
俳
壇
へ
の
登
場
は
西
鶴

よ
り
八
年
ほ
ど
早
く
、
（
『
遠
近
集
』
だ
と
す
る
と
西
鶴
と
同
期
）
寛
文
十
三
年
刊
の
『
生
玉
万
句
』
ま
で
の
両
人
の
足
跡
で
は
、
清
勝
が
勝
る
と

『
清
水
千
句
』
考

ム／、



六
四

言
え
よ
う
。
そ
の
他
の
清
勝
に
関
し
て
は
『
生
玉
万
句
』
を
検
討
す
る
機
会
に
譲
り
、
以
下
、
『
清
水
千
句
』
の
連
衆
に
つ
い
て
知
り
得
た
こ

と
を
記
す
。

路
春
・
友
保
・
常
重

延
宝
三
年
刊
の
『
俳
諾
三
ツ
物
揃
』
に
載
る
連
衆
の
う
ち
で
『
清
水
千
句
』
の
連
衆
と
重
複
す
る
俳
人
は
、
衣
笠
友
保
・

隅
回
路
春
・
常
重
の
三
名
（
序
者
清
知
が
当
該
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
四
名
）

で
、
そ
の
中
で
著
名
な
の
は
隅
回
路
春
で
あ
る
。
『
誹
家
大
系
図
』
に

よ
る
と
路
春
は
安
原
貞
室
門
で

「
隅
田
氏
／
大
坂
ノ
人

浪
花
俳
歌
仙
ノ
一
人
ナ
リ
」
。
後
述
す
る
貞
因
・
貞
富
も
貞
室
円
で
あ
る
。
牛
見
氏

は
清
勝
を
初
め
冷
徳
門
後
に
立
闘
に
つ
き
、
さ
ら
に
宗
因
に
従
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
右
は
後
注
に
よ
る
と
、
定
本
西
鶴
全
集
十
一
巻
所
収
の

『
山
海
集
』
の
山
口
清
勝
頭
注
（
野
間
光
辰
氏
）
「
初
め
令
徳
門
、
後
立
固
に
就
き
宗
因
に
従
ふ
」

に
よ
る
と
推
さ
れ
る
。
筆
者
に
何
の
根
拠
も

な
い
の
だ
が
、
上
述
路
春
・
貞
因
・
貞
富
の
参
与
を
勘
案
す
る
と
、
清
勝
が
貞
室
と
関
係
あ
れ
ば
ま
こ
と
に
好
都
合
な
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ご
存
じ
の
方
の
教
一
不
を
お
願
い
す
る
。

乾
氏
「
遠
近
集
の
研
究
」

は
、
路
春
を
大
坂
の
人
で
江
戸
屋
加
兵
衛
、
『
昆
山
士
塵
集
』
（
4
句
入
集
、
明
暦
2
・
2
刊
、
令
徳
撰
）
、
『
玉
海
集
』

（1
句
、
同
2
・
8
刊
、
貞
室
撲
）
、
『
砂
金
袋
』
（
1
旬
、
同
3
・
ω刊
、
山
本
西
武
撰
）
、
『
麟
鵡
集
』
（
1
句
、
同
4
・
3
刊
、
高
瀬
梅
盛
撰
）
、
『
牛
飼
』

（2
句
、
万
治
元
・

9
刊
、
富
永
燕
石
撰
）
、
『
遠
近
集
』
（
日
句
、
寛
文
6
・
3
刊
、
西
村
長
愛
子
撰
）
、
『
蛙
井
集
』
（
発
句
9
・
付
句
9
、
寛
文
日
・
正
月

刊
）
と
さ
れ
る
。
ま
た
西
鶴
の
『
生
五
万
句
』
に
も
一
句
出
句
し
て
い
る
。
な
お
大
坂
初
の
撰
集
で
あ
る
『
ゆ
め
み
草
』
（
明
暦
2
・
正
月
刊
、

蔭
山
休
安
撰
）
に
も
「
大
坂
之
住
／
隅
田
加
兵
衛
／
正
成
」
が
二
句
入
集
し
て
お
り
（
乾
氏
指
摘
の
加
兵
衛
と
一
致
。
な
お
「
江
戸
屋
」
は
『
昆
山
士

塵
集
』
に
「
江
戸
や
／
路
春
」
、
「
加
兵
衛
」
は
『
玉
海
集
』
の
「
加
兵
衛
／
路
春
」
）
、
『
ゆ
め
み
草
』
二
句
入
集
も
認
め
ら
れ
よ
う
。

つ
い
で
に
付
加
す

る
と
、
路
春
は
延
宝
三
年
刊
の
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
に
も
入
集
す
る
（
必
番
）
。

即
ち
路
春
は
大
坂
で
と
び
ぬ
け
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
が
明
暦
期
（
一
六
五
五
1
五
八
）
以
来
か
な
り
の
活
動
を
見
せ
て
お
り
、
清
勝
・
西

鶴
等
か
ら
見
る
と

J

目
お
く
べ
き
先
輩
と
な
る
。
清
勝
撰
の
『
蛙
井
集
』
の
十
八
句
（
発
句
9
付
句
9
）
は
集
中
第
三
位
を
占
め
て
お
り
（
因
み

に
記
す
と
第
一
位
は
清
勝
の
発
句
mm
・
付
句
U
H
飴
句
、
二
位
は
伊
勢
村
意
朔
の
辺
句
）
、
清
勝
の
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。
路
春
の
『
清
水
千
句
』

へ
の
参



与
は
俳
圏
の
近
さ
と
い
い
、
大
坂
俳
壇
で
の
地
位
と
い
い
、
清
勝
に
と
っ
て
心
強
か
っ
た
に
違
い
な
く
、
最
終
巻
の
揚
句
を
務
め
る
に
ふ
さ
わ

し
か
っ
た
と
一
吉
宮
ノ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

衣
笠
友
保
は
軍
文
十
一
年
E
月
刊
、
清
勝
自
身
の
撰
に
成
る
『
蛙
井
集
』
に
「
尼
崎
／
友
保
」

で
一
句
、
『
難
波
草
』
（
寛
文
日
年
・

7
月刊）

に
「
摂
津
田
／
同
（
尼
崎
）
住
衣
笠
氏
／
友
保
」

で
二
句
、
『
点
滴
集
』
（
延
宝
8
・
9
刊
）
に
「
大
坂
／
友
保
」

で
四
句
、
延
宝
四
年
刊
『
西
鶴

歳
日
一
』
に

「
下
町
／
友
保
」
が
入
集
し
て
い
る
。

即
ち
上
記
に
即
せ
ば
、
『
難
波
草
』
に
入
集
す
る
友
保
の

「
衣
笠
氏
」
が
延
宝
三
年
刊
の

『
俳
諮
三
ツ
物
揃
』
の
友
保
の
姓
と
一
致
し
、
『
蛙
井
集
』
の

「
尼
崎
／
友
保
」
も
所
付
が
一
致
、
更
に
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
引
番
「
尼
崎
／

衣
笠
氏
／
友
保
」

か
ら
、
一
二
集
同
人
と
断
定
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
衣
笠
友
保
は
一
定
の
俳
諮
活
動
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

三
人
目
の
常
重
は
現
段
階
で
は
延
宝
三
年
の
歳
旦
集
と
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
位
番
に
「
ち
、
ぎ
り
木
や
か
た
み
か
は
り
に
麦
こ

な
し
」

で

「
山
田
氏
／
常
重
」
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。
居
住
地
は
未
詳
な
が
ら
、
こ
の
常
重
を
『
清
水
千
句
』
の
常
重
と
推
定
し
て
お
く
。

貞
因
・
貞
富
・
松
緑
・
豊
春

あ
と
は
『
生
玉
万
句
』
に
も
出
句
し
て
い
る
連
衆
か
ら
概
観
し
て
い
く
。
上
記
四
名
と
も
、
『
生
玉
万
句
』
J、、、

の
出
句
は
一
句
ず
つ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
貞
因
・
貞
富
兄
弟
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
綾
説
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
貞
因
は
禁
中
御
用
を
っ
と

め
た
名
代
の
菓
子
商
で
明
暦
二
年
山
城
大
橡
を
受
領
、

近
世
前
期
の
上
方
狂
歌
第
一
人
者
貞
柳
の
父
。
『
難
波
雀
跡
追
』
（
延
宝
七
年
刊
）

天
下
一
鯛
屋
山
城
大
嫁
」
と
録
さ
れ
、
榎
並
ま
た
藤
原
を
姓
と
し
た
。
『
誹
家
大
系
図
』
に
よ
れ
ば
先
述
の
通
り
安
原
貞
室
門
と
あ

る
が
、
塩
村
耕
氏
は
そ
の
前
に
松
永
貞
徳
に
指
導
を
受
け
る
と
さ
れ
る
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
二
月
刊
、
松
江
重
頼
撰
『
毛
吹
草
追
加
』

「
御
堂
前

。コ

「
摂
州
大
坂
之
住
／
宗
継
」
（
宗
継
は
貞
図
の
初
号
）

で
三
句
入
集
が
初
見
。
明
暦
二
年
刊
『
ゆ
め
み
草
』
に
「
鯛
屋
庄
九
郎
／

宗
継
」

で

十
六
句
入
集
。
（
注
6
の
嶺
村
耕
氏
稿
参
照
）

以
下
、
貞
室
撰
の
『
玉
海
集
』
に
三
十
九
句
の
入
集
を
み
る
な
ど
、
撰
集
へ
の
入
集
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
く
、
寛
文
末
か
ら
延
宝
に
か
け
て
は
入
集
句
数
も
比
較
的
に
多
く
、
大
坂
俳
壇
で
は
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
『
生
玉
万
句
』

ま
た
貞
因
は
狂
歌
も
よ
く
噌
み
、
『
古
今
夷
曲
集
』
（
寛
文
6
年・

5
月
刊
、
生
白
堂
行
風
撰
）
に
四
首
、
『
後

つ
き
あ
い

撰
夷
曲
集
』
（
同
ロ
・
正
月
、
行
風
撰
）
に
は
三
十
五
首
の
入
集
を
み
て
い
る
。
彼
は
随
分
と
交
際
が
よ
か
っ
た
ら
し
く
、
片
岡
旨
恕
主
催
の
連

に
も
一
句
な
が
ら
参
与
し
て
い
る
。

『
清
水
千
句
』
考

六
五



六
六

歌
万
句
『
松
門
亭
万
句
』
（
第
三
九
2
・
六
五
1
）
に
も
出
句
し
て
い
る
。

貞
因
弟
の
貞
富
も
相
応
の
活
動
を
し
て
い
る
。
兄
と
同
じ
く
貞
室
門
（
『
誹
家
大
系
図
』
）
、
明
暦
二
年
八
月
刊
『
玉
海
集
』
の

「
貞
因
弟
／
貞

富
」
で
一
句
入
集
が
初
見
か
。
「
榎
並
貞
富
」

で
出
る
こ
と
も
あ
る
が
（
『
烏
帽
子
箱
・

1
句
』
『
難
波
草
』
・

1
句
）
、
多
く
「
花
実
庵
」
を
号
し
た
。

『
生
玉
万
句
』
に
も
一
句
入
集
。
延
宝
四
・
五
年
刊
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
撰
者
未
詳
の
『
誹
諮
昼
網
』
は
入
集
句
数
か
ら
（
貞
因
発
句
ぬ
付
句

郎
、
貞
富
発
句
5
付
句
的
）
、
貞
因
・
貞
富
い
ず
れ
か
の
撰
か
と
さ
れ
て
い
る
が

（
今
氏
『
俳
人
大
観
』
）
、
塩
村
氏
前
掲
稿
（
注
6
の
稿
）
が
水
田
元

清
H
西
吟
撰
説
を
提
示
し
て
い
る
。
貞
富
ま
た
狂
歌
を
噌
む
こ
と
に
篤
か
っ
た
。
可
後
撰
夷
曲
集
』
の
入
集
は
一

O
七
首
を
数
え
集
中
第
一
位
、

『
銀
葉
夷
歌
集
』
（
延
宝
7
・
2
に
7
L自
の
入
集
を
み
る
。

特
に
貞
因
は
著
名
な
菓
子
所
の
当
主
と
い
う
肩
書
も
あ
っ
て
比
較
的
自
由
な
遊
俳
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

（
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
）
、
大
坂
俳
壇
に
お
け
る
そ
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
は
か
な
り
高
く
、
本
『
清
水
千
句
』
に
お
い
て
も
貴
重
、
巻
頭
の
第
三
を
担
う
に
格

好
の
俳
士
で
あ
っ
た
と
称
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
松
緑
、
姓
は
小
野
氏
。
ま
ず
延
宝
三
年
刊
の
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
に
入
る
（
回
番
）
。
延
宝
六
年
九
月
刊
『
物
種
集
』
巻
末
の

坂
中
俳
譜
月
次
日
」
に
「
一
九
日
中
（
町
）
松
緑
同
（
夜
会
ご
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
点
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
管
見
の 大

範
囲
だ
が
、
寛
文
十
一
年
正
月
刊
の
清
勝
撰
刊
の
『
蛙
井
集
』

へ
の
五
句
入
集
が
初
見
か
。

つ
い
で
『
落
花
集
』
（
寛
文
日
年
3
月
刊
、
高
滝
以

仙
撰
）
に
二
句
、
『
塵
塚
』
（
同
日
刊
、
池
嶋
成
之
撲
、
）
に
「
大
坂
／
松
緑
軒
」

で
一
句
入
集
。
以
下
、
『
大
海
集
』
（
寛
文
ロ
・

7
刊
、
宗
臣
撰
）
に

「
大
坂
住
／
小
野
氏
／
松
緑
」

で
三
句
、
『
千
宜
理
木
』
（
延
宝
3

・
9
刊
、
広
岡
宗
信
撰
）
に
三
十
八
旬
、
『
糸
屑
集
』
（
延
宝
3
－

U
刊
、
伊
勢
村
重

安
撰
）
に
二
句
、
『
越
路
草
』
（
同
5
1
6
刊
、
松
風
軒
卜
琴
撰
）

に
「
大
坂
住
小
野
氏
／
松
緑
」

で
一
句
、
『
河
内
鑑
名
所
記
』
（
同
7

・
7
刊
、
二
一

閏
浄
久
著
）
に
四
句
と
共
に
和
歌
七
首
人
集
、
『
道
頓
堀
花
み
ち
』
（
同
7
－

H
刊
、
富
永
辰
寿
撰
）
に
三
句
、
『
太
夫
桜
』
（
同
8

・
4
刊
、
和
気
遠
舟

撰
）
に
一
旬
、
『
点
滴
集
』
（
向
8

・
9
刊
、
岡
崎
秀
綱
撲
か
）
に
一
句
入
集
と
、
大
坂
俳
壇
の
中
堅
に
成
長
し
て
い
る
。
な
お
、
天
和
三
年
六
月

刊
の
其
角
撰
『
虚
栗
』
に
「
郭
公
羅
紗
の
毛
衣
か
へ
し
け
ん
松
緑
」
が
載
る
の
だ
が
、
こ
の
「
松
緑
」
が
小
野
松
緑
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判



断
が
つ
か
な
い
。

最

後

が

岩

橋

豊

春

。

『

誹

家

大

系

図

』

に

よ

る

と

西

山

宗

因

円

。

「

豊

流

家

書

彼
岸
桜
ア
リ
」
と
あ
る
。
『
大
系
図
』
の
記
す
ご
と
く
当
初
は
「
豊
春
」
で
出
句
し
、
後
は
「
豊
疏
」
に
改
め
て
い
る
。
清
勝
撰
の
『
蛙
井
集
』

で
の
四
句
入
集
（
豊
春
）
が
初
見
か
。
以
下
、
『
落
花
集
』
（
四
句
入
集
）
、
『
難
波
草
』
（
鈎
句
）
、
『
塵
塚
』
（
2
句
）
、
『
大
海

岩
橋
氏

名
豊
春

摂
州
天
王
寺
邑
ノ
人

天
王
寺
名
所

（寛文
U
・
正
月
刊
）

集
』
（
1
句
）
と
、
管
見
の
範
囲
で
は
『
千
宜
理
木
』
（
延
宝
3
・
9
刊・

9
句
）
、
『
物
種
集
』
（
同
6
・
日
刊
・

1
組
）
、
『
二
葉
集
』
（
同
7
・
9
刊・

2
組
）
な
ど
、
「
豊
春
」
名
で
の
入
集
は
延
宝
八
年
九
月
刊
の
『
点
滴
集
』
（
2
句
入
集
、
「
摂
津
国
・
大
坂
／
豊
春
」
）
ま
で
に
十
五
作
を
数
え
る
。

対
す
る
に
豊
流
号
は
延
宝
八
年
四
月
刊
・
遠
舟
撰
『
太
夫
桜
』
（
1
句
入
集
）
に
始
ま
り
、
『
阿
蘭
陀
丸
二
番
船
』
（
延
宝
8
・
8
刊、

3
句
入
集
）

か
ら
元
禄
十
五
年
刊
の
『
花
見
車
』
（
轍
士
著
、
巻
二
「
京
・
大
坂
・
江
戸
弁
諸
国
宗
匠
」
）
ま
で
二
十
一
作
で
あ
る
（
た
だ
し
元
禄
期
ま
で
）
。
延
宝

八
年
九
月
刊
の
『
点
滴
集
』
で
は
豊
春
と
号
し
な
が
ら
、

既
に
豊
流
と
号
し
て
い
る
な
ど
の
矛
盾
も
あ
る
が
、
『
西
鶴
大
矢
数
』
（
延
宝
八
年
五
月
興
行
、
刊
行
は
翌
九
年
四
月
、
冒
頭
の
役
人
）

一
方
で
同
八
年
四
月
刊
の
『
太
夫
桜
』
・
同
年
八
月
刊
の
『
阿
蘭
陀
丸
二
番
船
』
で

で
は
豊
流
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
延
宝
八
年
中
の
改
号
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
些
事
に
こ
だ
わ
っ
た
が
、
彼
は
延
宝
八
年
五
月
興
行
の
『
西
鶴
大
矢
数
』
で
は
脇
座
役
を
つ
と
め
、
大
坂
か
ら
三
十
六
人
を
選
ぶ
『
山

海
集
』
（
延
宝
9
・
3
刊
）
、
同
じ
く
大
坂
か
ら
百
人
（
実
数
九
十
八
人
）
を
選
ぶ
『
俳
譜
百
人
一
句
難
波
色
紙
』
（
天
和
2
・
正
月
刊
）
に
も
入
つ

て
お
り
、
前
出
『
花
見
車
』
の

「
大
坂
宗
匠
」
二
十
七
名
の
内
に
も
入
っ
て
い
る
。
本
『
清
水
千
句
』
で
の
出
句
数
は
七
十
一
、
総
体
か
ら
見

て
多
か
ら
ず
少
な
か
ら
ず
、
鄭
重
に
遇
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
最
後
に
豊
春
参
加
の
理
由
を
考
え
る
に
、
彼
は
「
天
王
寺
邑
ノ

人
」
（
『
大
系
図
』
）

で
あ
っ
た
。
後
年
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
「
西
山
屋
の
内
で
も
お
ば
さ
ま
／
＼
と
い
ふ
て
、

い
と
し
が
ら
れ
る
太
夫
也
。

し、

ま
は
老
の
姿
に
引
か
へ
、
あ
ふ
さ
か
の
清
水
に
影
を
う
つ
し
」
と
『
花
見
車
』
（
巻
二
）
評
さ
れ
た
ご
と
く
、
居
を
近
く
に
構
え
て
い
た
こ
と

が
縁
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
推
測
し
て
い
る
。
（
注
7
に
列
挙
す
る
俳
書
の
所
付
も
参
照
さ
れ
た
い
）
。

重
吉
・
冷
笑

残
る
は
重
吉
等
8
名
で
あ
る
が
、
ま
ず
出
句
数
の
多
い
重
吉
・
冷
笑
を
簡
単
に
概
観
す
る
。
先
掲
し
た
よ
う
に
重
吉
は
九
十
七

『
清
水
千
句
』
考

，、
七



一、ー、
一ノ

I
ノ

句
と
最
も
多
く
、
冷
笑
も
九
十
句
。
九
十
句
以
上
は
清
勝
九
十
一
句
、
貞
因
九
十
五
句
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
て
重
吉
を
名
乗
る
俳
人

は
す
こ
ぶ
る
多
く
、
特
定
し
が
た
い
。

い
ま
、

江
戸
・
秋
田
等
圏
外
と
推
さ
れ
る
者
を
除
い
て
列
挙
す
る
と
、
①
京
（
山
城
）

渡
辺
重
吉
（
昆

山
集
・

9
句
、
玉
海
集
・

2
句
）
、
②
堺
住

渡
辺
重
兵
衛
重
吉
（
毘
山
集
・

3
句
）
、
③
京

畑
田
氏
重
士
口
（
玉
海
集
追
加
・

1
句
）
、
④
兵
庫

北

沢
氏
重
吉
（
玉
海
集
追
加
・

2
旬
、
大
和
順
礼
・

1
句
、
蛙
井
集
・

4
句
、
た
だ
し
北
沢
氏
は
玉
海
集
追
加
の
み
が
出
す
）
、
＠
但
馬

小
谷
氏
重
土
口
・
続

山
井
・

1
句
、
＠
江
州
多
賀

中
村
重
好
（
宝
蔵
・

1
句
）
、
⑦
大
坂
（
天
満
・
大
坂
・
士
一
一
）

天
満
之
住

伏
見
屋
源
左
衛
門
重
士
口
（
夢
見
草

げ
句
）
、
摂
津
大
坂

重
吉
（
落
花
集
－

H
句
）
、
十
二
一

清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
（
剖
・
重
吉
）
、
⑧
『
独
吟
一
日
千
句
』
佐
々
木
重
士
口
（
担
）
。

あ
く
ま
で
も
管
見
の
範
囲
だ
が
以
上
の
う
ち
か
ら
、
④
の
兵
庫
・
重
吉
と
⑦
の
大
坂
重
吉
に
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
摂
州
兵
庫

重
士
口
は
『
玉
海
集
追
加
』
が
北
沢
氏
と
す
る
だ
け
だ
が
、
多
の
二
集
も
同
姓
で
あ
る
可
能
性
を
持
つ
。

し
か
も
『
玉
海
集
追
加
』
の
撰
者
は
貞

室
で
あ
り
、
『
蛙
井
集
』
は
清
勝
撲
で
あ
る
。

（
清
勝
撰
百
人
一
旬
）

可
能
性
と
し
て
残
る
の
は
大
坂
重
好
（
落
花
集
）
、
天
満
伏
見
屋
重
吉
（
夢
見
草
）
、
十
三
重
吉

で
あ
ろ
う
が
、
『
夢
見
草
』
は
具
体
的
な
が
ら
い
さ
さ
か
時
期
が
早
す
ぎ
る
。
今
は
、
『
落
花
集
』
と
『
百
人
一
句
』
の
重

吉
が
同
一
人
で
あ
る
と
推
測
し
て
、
兵
庫
重
古
に
つ
い
で
有
力
で
あ
る
と
し
て
お
く
。

次
の
冷
笑
で
あ
る
が
彼
に
つ
い
て
は
殆
ど
手
が
か
り
を
得
て
な
い
。
わ
ず
か
に
西
鶴
編
・
延
宝
三
年
四
月
序
の
『
独
吟
一
日
千
句
』
追
悼
句

の
五
十
一
番
目
に
「
竹
嶋
冷
笑
」

で
「
も
ら
ひ
鳴
や
と
ふ
ら
ひ
鶏
時
鳥
」

の
句
を
送
っ
て
お
り
、
延
宝
一
二
年
九
月
刊
、
広
岡
宗
信
撰
の
『
千
宜

理
木
』
に
「
大
坂
／
冷
笑
」

で
五
句
入
集
し
て
い
る
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
『
千
宜
理
木
』
の
冷
笑
が
竹
嶋
氏
で
あ
る
か
ど
う
か
も
確
認
で
き

な
い
。
今
氏
著
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
、

ま
た
雲
英
等
稿
「
元
禄
時
代
俳
人
大
観
」
を
検
索
す
る
に
、
冷
笑
な
る
俳
名
は
稀
で
、
わ
ず
か
に

大
淀
三
千
風
著
の
『
倭
漢
同
鳥
集
』
（
瓦
H
m
u
年
刊
、
附
本
勝
氏
の
『
大
淀
三
千
風
研
究
』
に
翻
刻
）
に
「
熊
本
／
冷
笑
」
（
た
だ
し
和
歌
）
を
見
る
の

み
。
『
千
宜
理
木
』
の
冷
笑
が
竹
嶋
氏
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
一
応
二
書
を
あ
げ
、
多
少
の
俳
諸
活
動
が
あ
っ
た
と
見
当
を
付

け
て
お
く
。

本
茂
・
玄
三
・
喜
遅
・
保
直

次
は
了
一
十
か
ら
五
十
句
程
度
出
句
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
。
こ
の
連
衆
は
あ
る
程
度
の
俳
諸
活
動
を
見
せ
て
お
り
、



特
に
保
直
は
注
目
す
べ
き
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
本
茂
で
気
づ
い
た
入
集
俳
書
を
あ
げ
る
と
、
『
蛙
井
集
』
に
八
句
（
発
句
3
・
付
句
5
）、

『
落
花
集
』
に
「
大
坂
／
本
茂
」
で
三
句
、
『
千
宜
理
木
』
に
「
大
坂
／
本
茂
」
で
二
句
（
発
句
1

・
付
句
1
）
、
『
糸
屑
集
』
に
「
摂
津
大
坂
／

は
別
人
で
あ
ろ
う
。
上
記
か
ら
寛
文
末
か
ら
延
宝
初
期
に
か
け
て
の
入
集
が
目
立

本
茂
」

で
二
句
。
『
難
波
草
』
の

「
河
内
／
布
忍
／
本
茂
」

ち
、
『
蛙
井
集
』
の
六
句
入
集
は
、
清
勝
と
の
近
さ
を
類
推
さ
せ
る
。

玄
三
は
い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る
。
乾
氏
「
『
遠
近
集
』
の
研
究
」

は
大
坂
の
人
と
し
、
『
ゆ
め
み
草
』
三
句
、
『
遠
近
集
』

一
旬
、
『
新
続
犬
筑

波
集
』

一
句
、
『
埋
草
』
二
句
入
集
を
指
摘
さ
れ
る
。
上
述
玄
三
は
万
治
三
年
正
月
刊
の
『
新
続
犬
筑
波
』
に
「
大
坂
今
橋
真
嶋
氏
／
玄
三
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

上
記
四
作
は
こ
の
人
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
他
は
所
付
を
「
大
坂
」
と
す
る
の
み
）
。
と
こ
ろ
が
『
蛙
井
集
』
に
「
河
内

／
玄
三
」
が
二
句
入
集
し
て
お
り
、
『
物
種
集
』
に
は
藤
井
玄
三
が
一
組
採
録
さ
れ
て
い
る
。
「
河
内
玄
三
ご

は
『
蛙
井
集
』
だ
け
で
あ
る
が
、

「
藤
井
玄
三
」
は
『
短
綬
集
』
（
延
宝
2

・
3
刊
、
竹
山
重
栄
撰
）
に
「
藤
井
法
橋
／
玄
一
二
」
で
一
句
、
『
続
連
珠
』
（
延
宝
4
・
U
刊
、
北
村
季
吟
撰
）

に
「
藤
井
氏
／
玄
コ
ご
で
一
句
、
『
近
来
俳
諮
風
排
抄
』
（
同
7
－

U
刊
、
岡
西
惟
中
撰
）
と
『
稲
蓮
』
（
貞
享
元
・
正
月
刊
）
で
も
同
様
に
出
る

（
前
者
で
は
「
法
橋
玄
三
」
で
3
句
入
集
、
後
者
で
は
「
京
藤
井
玄
三
」
で
2
句
入
集
）
。
特
に
京
の
玄
三
は
季
吟
系
の
連
句
に
名
を
連
ね
る
こ
と
が
多

く
、
大
坂
の
玄
三
は
場
所
的
に
は
問
題
な
い
が
時
期
的
に
や
や
早
す
ぎ
、
河
内
の
玄
三
は
『
蛙
井
集
』
の
み
で
あ
る
こ
と
に
ひ
っ
か
か
り
、
京

の
玄
三
は
時
期
的
に
は
合
致
し
、
俳
歴
も
申
し
分
な
い
が
、
法
橋
の
位
を
持
つ
玄
三
が
京
か
ら
参
加
し
た
か
に
問
題
が
残
る
。
今
は
京
都
の
藤

井
玄
三
が
有
力
で
あ
る
と
指
摘
す
る
に
止
め
て
お
く
。

対
す
る
に
喜
還
は
問
題
な
く
い
き
そ
う
で
あ
る
。
寛
文
十
二
年
七
月
刊
の
桑
折
宗
臣
撰
『
大
海
集
』
の
、
「
大
坂
住
／
木
原
氏
／
喜
濯
」

で

の
三
句
入
集
が
初
見
か
。

つ
い
で
広
岡
宗
信
撰
の
『
千
宜
理
木
』
（
延
宝
3
年・

9
月
刊
）
「
大
坂
／
喜
渥
」

の
十
九
句
、

つ
い
で
に
記
す
と
該
集

に
は
「
大
坂
／
喜
趨
妻
」

一
句
が
入
集
し
て
お
り
、
夫
妻
で
俳
譜
を
噌
ん
で
い
た
こ
と
を
知
る
。
伊
勢
村
重
安
撰
の
『
糸
屑
集
』
（
同
3
・
U
刊）

に
も
喜
還
六
句
、
喜
週
妻
一
句
が
入
集
。
西
村
西
治
撰
の
『
二
葉
集
』
（
同
7
・
日
刊
）
に
は
「
木
原
／
喜
湿
」

で
四
組
、
富
永
辰
寿
撰
の
『
道

頓
堀
花
み
ち
』
（
同
7
・
u刊
）
喜
還
で
五
句
、
『
近
来
俳
譜
風
林
抄
』
（
同
7
・
U
刊
）
に
一
句
入
集
し
て
い
る
。
以
上
に
よ
り
『
清
水
千
句
』

『
清
水
千
句
』
考

ノ、
九



七
0 

に
出
句
す
る
「
喜
越
」

は
上
記
の
木
原
氏
喜
濯
で
あ
る
と
断
じ
て
間
違
い
な
く
、
大
坂
俳
壇
の
中
堅
と
し
て
、
以
降
の
談
林
派
と
も
別
儀
な
く

交
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

残
る
保
直
。
乾
氏
「
遠
近
集
の
研
究
」

は
該
集
を
初
見
と
す
る
（
大
坂
・
保
直
・

1
句
）
。
以
下
管
見
確
認
の
俳
書
数
は
歳
旦
集
ま
で
含
め
る

と
三
十
作
に
及
ぶ
。
『
大
海
集
』
に
「
摂
津
国
／
大
坂
住
／
松
井
氏
友
松
子
／
保
直
」
（
8
句
入
集
）
と
あ
る
。
以
下
、
『
落
花
集
』
（
3
句
入
集
）
・

『
誹
諸
法
農
華
』
（
2
句
）
・
『
手
繰
船
』
（
1
句
）
・
『
千
宜
理
木
』
（
1
句
）
『
阿
蘭
陀
丸
二
番
船
』
（
は
句
）
・
『
太
夫
桜
』
（
和
気
遠
舟
撰
、
－
句
）
を

経
な
が
ら
、
『
制
す
が
た
哉
』
（
元
禄
5
・
正
月
刊
、
遠
舟
撲
、

4
匂
入
集
）
、
『
し
ら
ぬ
翁
』
（
同
6
・
5
刊
、
遠
舟
撰
、

2
句
）
、
町
熊
野
が
ら
す
』
（
同

7
・
6
序
、
南
水
・
安
之
撰
、

4
句
）
、
『
難
波
順
礼
』
（
同
7
年
成
、
組
界
撰
、

2
句
）
な
ど
、
主
に
遠
舟
撰
の
俳
書
に
参
与
す
る
。

一
冗
禄
八
年
六
月
刊
『
芭
蕉
翁
追
悼
こ
が
ら
し
』
（
査
中
・
芦
角
編
、
天
理
・
綿
屋
俳
書
集
成
幻
に
影
印
）

し
か
し
一
冗
禄
後
期
に
な
る
と
、

の

芭

蕉
翁
追
悼
ノ
句
」
に
「
保
直
」

で
一
句
が
入
集
し
て
い
る
。
該
書
は
巻
頭
で
芭
蕉
晩
年
の
行
状
を
記
し
、
去
来
・
丈
草
・
惟
然
・
信
徳
・
風
国
・

之
道
・
舎
羅
等
の
追
悼
句
を
載
せ
る
も
の
。
「
な
き
人
の
悌
さ
む
し
の
ぼ
り
舟
」
が
保
直
の
追
悼
句
で
あ
る
。

つ
い
で
同
年
刊
の
、
芭
蕉
伝
記

資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
（
路
通
撰
）

に
ご
時
雨
あ
ふ
と
わ
か
る
』
明
座
敷

大
坂
／
保
直
」

で

一
句
入
集
（
日
本
名
著
全
集
・
芭
蕉
全
集
）
。
『
韻
塞
』
（
元
禄
・

9
－

U
成
、
李
由
・
許
六
編
）

は
芭
蕉
三
回
忌
に
際
し
蕉
門
諸
家
の
句
五
三
四
を
集

（

9
）
 

で
一
句
入
集
し
て
い
る
。
以
下
は
注
に
譲
る
。

め
て
い
る
が
（
乾
の
巻
）
、
該
書
に
も
「
大
サ
カ
／
保
直
」

歳
旦
集
を
あ
げ
る
と
、

元
禄
十
一
年
の
『
歳
旦
牒
』
（
雲
英
氏
等
「
元
禄
時
代
俳
人
大
観
」
十
六
に
よ
る
。
圧
倒
的
に
蕉
門
句
が
多
い
）

の
調
竹
独

吟
三
物
の
あ
と
の
歳
旦
発
句
と
歳
暮
吟
に
「
保
直
」
句
が
入
り
、
『
元
禄
十
三
年
歳
旦
集
』
（
天
理
・
綿
屋
俳
書
集
成
げ
に
影
印
）
に
収
ま
る
「
一
冗

同
十
七
年
刊
『
榊
三
物
揃
』
の

禄
十
三
庚
辰
年
／
十
方
簡
天
垂
」

の

「
三
物
」

の
第
三
を
つ
と
め

（
鴛
の
出
む
か
ふ
雪
の
朝
け
し
き

保
直
）
、

「
浪
花
風
薫
舎
芙
雀
」
歳
旦
集
で
は
、
芙
雀
独
吟
三
物
と
歳
暮
吟
に
続
い
て
、
調
竹
・
保
直
の
一
冗
旦
発
句
が
載
る
。

し
か
の
み
な
ら
ず
、
一
冗
禄
後
期
に
は
連
句
に
お
い
て
も
活
動
を
見
せ
て
い
る
。
即
ち
元
禄
十
一
年
十
一
月
序
の
、
大
坂
蕉
門
の
中
心
を
な
す

菰
竹
（
前
号
之
道
）
撰
の
発
句
・
連
句
集
『
砂
川
』
（
二
巻
）
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
巻
下
で
は
、
芭
蕉
の
「
塩
鯛
の
歯
ぐ
き
も
さ
む
し
魚
の
店
」



を
発
句
と
す
る
四
吟
歌
仙
で
、

『
元
禄
の
大
坂
俳
壇
』
に
翻
刻
が
あ
り
（
天
理
・
綿
屋
俳
書
集
成
犯
に
影
印
）
、
棲
井
氏
巻
末
の
句
引
に
よ
る
と
、
発
句
入
集
は
十
六
句
、
一
一
一
十
句

の
菰
竹
に
つ
い
で
第
二
位
と
な
る
（
士
山
用
も
附
句
）
。

（
芭
蕉
の
発
句
の
ほ
か
は
士
山
用
・
調
竹
・
保
直
）

で
、
保
直
は
十
一
句
を
詠
ん
で
い
る
。
該
書
は
楼
井
武
次
郎
氏

『
遠
近
集
』
に
始
ま
り
、
大
坂
談
林
派
で
相
応
の
存
在
と
し
て
活
動
し
た
保
直
と
、

元
禄
後
期
か
ら
の
蕉
門
直
系
で
な
い
が
蕉
風
系
に
き
わ

め
て
近
い
保
直
は
あ
る
い
は
別
人
で
は
な
い
か
と
一
応
は
疑
っ
た
が
、
大
坂
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
他
に
別
人
と
し
て
の
論
稿
あ
る

を
管
見
の
範
囲
で
は
知
ら
な
い
。
総
括
す
る
と
、
松
井
友
松
子
直
保
は
、
や
や
時
期
的
に
は
お
く
れ
る
も
の
の
、
俳
譜
史
の
思
潮
変
遷
に
順
応

し
て
い
っ
た
、
数
少
な
い
俳
人
で
あ
っ
た
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
近
時
読
む
機
会
を
得
た
尾
崎
千
佳
氏
の

「
宗
因
顕
彰
と
そ
の
時

代
」
（
「
連
歌
俳
譜
研
究
」
引
号
、
平
成
日
・

8
）
で
は
、
宗
因
没
後
の
談
林
派
の
俳
人
が
、
蕉
門
俳
諸
に
与
し
、
あ
る
い
は
彼
等
と
交
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
ら
の
地
場
を
確
保
し
て
い
っ
た
旨
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
保
直
の
場
合
は
如
上
の
典
型
的
俳
人
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
処
々
で
引
例
し
た
元
禄
後
期
以
後
の
彼
の
発
句
は
、
明
ら
か
に
質
を
異
に
す
る
と
感
ず
る
の
で
あ
る
が
筆
者
の
僻
目
で
あ
ろ
う
か
。

三
友
・
常
朝
・
ロ
慰
・
成
章

最
後
は
十
六
句
出
句
の
三
友
と
五
十
四
句
の
常
朝
、

二
十
三
句
の
口
慰
、
四
十
句
出
句
の
成
章
で
あ
る
。
三
友

は
、
『
生
玉
万
句
』
に
四
句
出
句
し
て
い
る
多
古
三
友
が
い
る
。
他
の
撰
集
は
と
い
え
ば
寛
文
八
年
五
月
奥
書
の
加
友
撰
『
伊
勢
踊
』
に
「
摂

津
／
大
坂
住
／
三
友
」

で
三
句
、
『
続
大
和
順
礼
』
（
寛
文
ロ
・

6
刊
、
岡
村
正
辰
撰
）
に
「
摂
津
／
三
友
」

で
一
句
、
『
下
主
知
恵
』
（
延
宝
4
以
前

刊
、
）
に
「
大
坂
住
／
三
友
」

ポ
二
句
出
句
を
認
め
得
る
。
『
武
蔵
野
集
』
（
延
宝
4
・
3
刊
、
維
舟
撰
）
「
伊
丹
／
山
田
／
三
友
・

1
句
」
も
あ
る
。

『
蛙
井
集
』
の

「
三
友
」

三
句
出
句
も
上
記
の
い
ず
れ
か
に
充
て
て
よ
い
だ
ろ
う
。
大
坂
近
辺
以
外
で
は
、
武
蔵
国
（
『
一
本
草
』
）
、
「
新
町
下
立

売
下
ル
」
（
『
欄
京
羽
二
重
一
』
二
）
、
御
油
・
一
二
友
（
『
小
弓
誹
譜
集
』
）
な
ど
を
見
る
。

上
記
の
う
ち
大
坂
三
友
（
『
伊
勢
躍
』
『
下
主
知
恵
』
）
と
摂
津
三
友
（
『
大
和
巡
礼
』
）
伊
丹
三
友
（
『
武
蔵
野
集
』
）
、

そ
れ
に
『
蛙
井
集
』
の
三
友

以
外
は
除
い
て
よ
く
、
右
の

「
三
友
」
が
『
生
玉
万
句
』
の

「
多
古
三
友
」
と
ど
う
連
関
す
る
か
で
あ
る
。
『
生
玉
万
句
』
の
四
句
出
句
は
多

い
方
で
、
該
書
に
四
旬
以
上
出
句
す
る
者
は
西
鶴
を
含
め
て
十
八
名
を
数
え
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
て

「
多
古
／
三
友
」

の

「
多
古
」

は
人

『
清
水
千
句
』
考

七



七

（叩）

名
で
な
く
地
名
を
一
示
す
可
能
性
の
方
が
高
い
『
蛙
井
集
』
は
清
勝
の
撰
だ
か
ら
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
が
該
書
に
は
所
付
も
姓
も
付
し
て
な

ぃ
。
今
は
、
「
多
古
三
友
」
「
摂
津
三
友
」
と
も
、
摂
津
尼
崎
藩
「
タ
コ
村
」

の
三
友
を
指
す
と
推
定
し
て
お
く
。

次
の
常
朝
に
つ
い
て
は
殆
ど
手
が
か
り
が
な
く
、

わ
ず
か
に
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
（
延
宝
3
年刊）

の
話
番
に
「
友
田
氏
／
常
朝
」
と
、

天

和
三
年
刊
の
『
誹
諾
三
物
揃
』
の
立
以
三
物
に
名
前
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
該
守
三
物
揃
』
の
立
以
の
処
で
は
、
立
以
l
常
朝
｜
親
十

に
続
い
て
、
大
坂
山
口
清
勝
清
房
来
真
の
三
物
を
載
せ
て
お
り
（
今
氏
の
『
俳
人
大
観
』
に
よ
る
）
、

こ
れ
に
よ
る
と
常
朝
と
清
勝
が
繋
が

る
こ
と
に
な
る
。
『
誹
家
大
系
図
』
に
よ
る
と
、
立
以
は
「
野
々
口
立
圃
円
」

で
出
る
が
、
「
喜
多
村
氏
、
通
称
休
斎
名
宗
清
、
大
阪
備
後
町
ニ

住
ス
。
初
は
令
徳
・
貞
室
ニ
従
ヒ
、
後
立
盟
ノ
門
弟
ト
ナ
ル
」
（
「
立
曳
」
は
立
圃
の
別
号
）
と
あ
る
。
さ
す
れ
ば
清
勝
の
俳
歴
と
重
な
る
処
が
あ

り
、
こ
こ
に
出
る
常
朝
は
、
「
清
水
千
句
』
に
出
座
す
る
常
朝
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
残
念
な
が
ら
撰
集
に
は
見
出
し
が
た
い
。

残
る
は
口
慰
と
成
章
だ
け
と
な
っ
た
。
両
人
の
手
が
か
り
は
現
在
の
処
得
て
い
な
い
。

口
慰
に
つ
い
て
は
古
典
俳
文
学
大
系
の
C
D
l
R
O

M
が
、
延
宝
七
年
十
二
月
、
才
丸
撰
の
『
坂
東
太
郎
』
に
三
句
掲
出
す
る
が
、
句
引
に
は
ご
江
戸
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
本
『
清
水
万
句
』

ひ
フ
ち
じ
ま

作
者
の
可
能
性
は
な
い
。
更
に
守
松
嶋
眺
望
集
』
の
「
健
嶋
」
の
項
で
「
口
慰
」
一
句
が
掲
出
さ
れ
る
が
所
付
が
「
フ
ク
シ
マ
」
（
地
名
）
と

な
っ
て
い
て
、
こ
の
可
能
性
も
な
い
。
あ
と
は
今
栄
蔵
氏
『
俳
人
大
観
』
に
刊
年
未
詳
（
『
柳
亭
筆
記
』
を
引
用
し
て
寛
文
末
か
と
推
定
）
の
『
知

恵
袋
』
に
「
飯
田
／
口
慰
」
を
見
出
す
。
こ
の
「
飯
田
」

は
全
体
の
構
成
か
ら
姓
と
判
ぜ
ら
れ
、
可
能
性
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
だ

け
で
当
該
人
と
決
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
今
は
未
詳
と
し
て
お
く
。
ま
た
成
章
に
つ
い
て
も
全
く
手
が
か
り
を
得
て
い
な
い
。
成
章
は
掲
示
し

た
よ
う
に
巻
頭
第
一
の
脇
を
つ
と
め
て
い
る
。
慣
例
に
従
え
ば
席
主
と
な
る
が
新
清
水
寺
清
光
院
の
関
係
者
か
。
前
出
C
D
l
R
O
M
は
天
明

ほ
れ
が
き

一
一
月
序
の
『
骨
書
』
と
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊
の
『
左
比
志
遠
里
』
か
ら
「
成
章
」
を
掲
げ
る
が
問
題
に
な
ら
な
い
だ

七
年
（
一
七
八
七
）

ろ
う
。



『
清
水
千
句
』
に
つ
い
て

以
上
『
清
水
千
句
』
序
文
の
含
む
問
題
点
と
該
書
の
連
衆
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
冗
漫
に
記
し
て
き
た
が
、
連
句
の
特
徴
そ
の
他
の
内
容
に
触

れ
る
処
が
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
該
書
の
序
文
を
含
む
成
立
経
緯
や
連
衆
の
構
成
が
、
西
鶴
の
処
女
編
著
た
る
『
生
玉
万
句
』
の
序
文

並
び
に
人
的
構
成
と
密
接
に
連
関
す
る
と
、
紹
介
者
の
牛
見
氏
説
も
説
か
れ
、
筆
者
も
同
様
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

結
論
め
い
た
こ
と
は
今
後
予
定
し
て
い
る
『
生
玉
万
句
』
を
考
え
た
末
に
出
さ
れ
る
と
思
う
が
、
今
、
『
清
水
千
句
』
の
概
要
を
検
討
し
た

こ
と
の
み
に
絞
っ
て
若
干
試
み
る
と
、
こ
こ
で
ま
ず
延
宝
三
年
春
月
刊
、
山
口
清
勝
撰
の
『
匂
鳩

百
人
一
句
』
入
集
者
か
ら
『
清
水
千
句
』

に
も
入
集
す
る
連
衆
だ
け
を
列
挙
す
る
と
（
可
能
性
あ
る
も
の
を
も
含
む
）
、

部
友
氏
田
常
朝

羽
藤
原
貞
因

引
尼
崎
衣
笠
氏
友
保

位
山
田
氏
常
重

同
叩
隅
田
氏
路
春

町
木
原
氏
喜
趨

η
藤
原
氏
貞
富

剖
岩
橋
氏
豊
春

回
小
野
氏
松
緑

制
十
三
住
重
吉

肝
山
口
氏
清
勝

ほ
ぽ
一
割
強
で
あ
る
。
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
少
な
す
ぎ
る
数
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
次
に
延
宝
三
年
刊
の
『
俳
譜
三
ツ
物

揃
』
、
と
天
和
三
年
刊
の
『
誹
譜
三
物
揃
』
所
収
の
清
勝
・
立
以
関
係
へ
の
出
句
者
は
、
隅
田
路
春
・
衣
笠
友
保
・
常
重
・
清
知
（
序
者
、
以
上

以
上
十
一
名
。

前
者
）
、
常
朝
（
後
者
）

で
あ
る
。
そ
し
て
上
記
は
、
清
勝
色
が
強
く
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

因
み
に
『
清
水
千
句
』
出
句
者
で
『
生
玉
万
句
』
に
も
出
句
す
る
俳
人
は
清
勝
・
路
春
・
貞
因
・
貞
寓
・
松
緑
・
豊
春
・
三
友
・
重
吉
（
後

二
者
は
若
干
の
疑
問
あ
り
）

の
八
名
。
こ
れ
を
、
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
と
『
生
玉
万
句
』
双
方
に
顔
を
出
す
者
に
拡
大
す
る
と
、
数
だ
け
で
示

せ
ば
二
十
な
い
し
は
二
十
一
名
と
な
る
。
も
っ
て
両
書
が
深
く
関
わ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
『
生
玉
万
句
』
を

検
討
す
る
際
に
譲
る
。

残
る
は
山
口
清
勝
が
寛
文
十
三
年
八
月
の
段
階
で
『
清
水
千
句
』
を
刊
行
し
た
理
由
な
い
し
は
意
義
だ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
前
に
、
『
清
水

『
清
水
千
句
』
考

七
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千
句
』
『
生
玉
万
句
』
双
方
に
出
句
し
た
連
衆
の
そ
の
後
の
遇
さ
れ
方
を
、
西
鶴
サ
イ
ド
か
ら
ご
く
簡
単
に
見
て
お
く
。

伊醐』

に
、
津
田
休
甫
・
西
山
宗
因
・
天
王
寺
道
寸
な
ど
と
伍
し
て
入
集
、
し
か
も
そ
の
初
撰
と
見
ら
れ
る
『
俳
譜
歌
仙
画
図
』
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ

ま
ず
清
勝
。
彼
は
『
生
玉
万
句
』
（
巻
頭
第
三
等
3
句
）
刊
行
と
同
年
の
延
宝
元
年
（
該
年
は
九
月
に
延
宝
と
改
元
）
十
月
序
の
『
寄
仙

た
可
能
性
を
持
つ
。
以
降
も
す
べ
て
西
鶴
編
著
（
斎
藤
賀
子
等
、
外
面
上
他
編
者
と
な
っ
て
い
る
作
品
も
含
む
）
に
な
る
が
、
『
古
今
誹
譜
師
手
鑑
』

『
山
海
集
』
『
百
人
一
句
難
波
色
紙
』
（
以
下
、
『
難
波
色
紙
』
と
略
記
）
に
入
集
、
延
宝
八
年
五
月
興
行
の
『
西
鶴
大
矢
数
』
で
は
脇
座
役
を
つ
と

め
て
い
る
。
『
独
吟
一
日
千
句
』
『
西
鶴
歳
日
一
』
な
ど
、
西
鶴
の
私
的
な
側
面
を
持
つ
俳
書
に
参
加
し
て
い
な
い
処
に
若
干
の
疑
念
を
持
つ
が
、

感
情
的
な
対
立
や
俳
譜
師
と
し
て
の
確
執
が
あ
っ
た
と
は
受
け
取
れ
な
い
。
路
春
・
貞
因
・
貞
富
も
し
か
り
。
上
記
の
中
で
貞
富
の
み
が
『
独

吟
一
日
千
句
』
（
追
悼
句
お
番
）

の
み
の
採
録
で
い
さ
さ
か
気
に
な
る
が
、
兄
貞
因
が
、
『
瓦
町
仙
』
『
独
吟
一
日
千
句
』
（
追
悼
句

ω番
）
『
西
鶴
歳

旦
』
（
引
付
U
番
）
『
古
今
誹
譜
師
手
鑑
』
『
山
海
集
』
『
難
波
色
紙
』
、
そ
れ
に
『
大
矢
数
』
の
後
座
役
を
つ
と
め
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
決
し
て

不
当
に
遇
さ
れ
た
結
果
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

残
の
友
』
（
元
禄
ロ
年
4
月
刊
）
巻
四
ノ
二
に
、

検
討
す
べ
き
で
残
る
は
豊
春
と
松
緑
。
豊
春
は
宗
因
門
（
『
大
系
図
』
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
西
鶴
と
も
親
し
か
っ
た
ら
し
く
、
『
西
鶴
名

「
難
波
江
の
芦
か
る
比
、
ほ
と
』
ぎ
す
の
千
句
し
て
、
益
翁
・
由
平
・
来
山
・
如
見
・
豊
流
・

賀
子
・
万
海
な
ど
う
ち
よ
り
て
、

一
日
に
満
座
し
て
」
と
、
楽
し
そ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
豊
春
は
西
鶴
編
の
延
宝
四
年
『
大
坂
歳
日
一
』

引
付
二
十
七
番
目
に
入
り
、
『
山
海
集
』
、
『
難
波
色
紙
』
に
入
集
、
『
西
鶴
大
矢
数
』
で
は
脇
座
を
つ
と
め
て
い
る
。
松
緑
ま
た
然
り
（
俳
系
は

分
明
な
ら
ず
）
、
『
独
吟
一
日
千
句
』
追
悼
一
五

O
中
の
三
五
番
目
、
『
西
鶴
歳
旦
』
引
付
二
十
六
番
目
に
入
り
、
『
山
海
集
』
『
難
波
色
紙
』
に
入

集
、
『
西
鶴
大
矢
数
』
に
も
参
与
し
て
い
る
。
両
人
と
も
西
鶴
と
の
交
誼
も
厚
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
微
塵
も
『
清
水
千
句
』

へ
の
出
庫
は
影
響

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

如
上
の
事
実
か
ら
『
清
水
万
句
』
『
生
玉
万
句
』
二
つ
の
興
行
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
清
勝
側
は
で
き
る
限
り
自
身
に
近
し
い
遼
衆
を
動

員
し
て
、
も
し
序
文
を
信
ず
れ
ば
、
少
々
の
拙
速
を
い
と
わ
ず
に
一
日
で
興
行
を
強
行
し
た
よ
う
に
う
か
が
わ
れ
る
。
西
鶴
側
も
さ
し
て
気
に



は
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
右
の
想
定
は
先
掲
序
の

「
清
水
は
仏
陀
、
生
玉
は
神
明
、
彼
と
い
ひ
是
と
い
ひ
、
お
ろ
そ
か
に
お

も
ふ
事
や
は
あ
る
」
に
も
通
ず
る
し
、
「
神
仏
に
対
す
る
信
仰
心
を
も
っ
て
西
鶴
と
の
融
和
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
、
「
「
清
水

千
句
」
興
行
及
、
び
そ
の
出
版
は
、
大
坂
俳
壇
内
に
無
意
味
な
争
い
が
生
じ
る
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
牛
見
氏

の
解
題
と
も
相
通
じ
る
面
を
も
っ
。

し
か
し
右
の
牛
見
氏
氏
の
推
定
に
対
し
異
論
を
唱
え
る
稿
も
あ
る
。
雲
英
末
雄
氏
の
見
解
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
推
定
（
前
引
牛
見
氏
の
推
定
）

に
は
必
ず
し
も
従
え
な
い
要
素
が
あ
る
。

そ
れ
は
む
し
ろ
、
「
清
水
万
句
」

と

「
生
玉
万
句
」

双
方
に
出
座
し
た
旧
派
の
清
勝
が
、
自
分
の
立
場
や
自
派
の
結
束
を
強
め
る
た
め
に
「
清
水
千
句
」
を
興
行
し
出
版
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
「
西
鶴
と
の
融
和
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の

も
な
く
、
さ
ら
に
本
書
『
時
骨
鳩
百
人
一
句
』
に
西
鶴
の
句
を
入
集
さ
せ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
な
い
。

さ
ら
に
こ
の
あ
と
、
自
ら
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
清
勝
が
、
大
坂
の
旧
派
俳
人
た
ち
を
多
く
収
録
し
て
本
書
（
清
水
千
句
）
を
刊
行
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
の
推
定
も
さ
れ
て
い
る
（
「
翻
刻
・
影
印
『
匂
胤 「

清
水
千
句
」
に
出
座
を
要
請
し
て
も
よ
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、

そ
れ

百
人
一
句
』
解
題
」
）
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
な
お
後
考
を
期
す
と
さ

れ
な
が
ら
、
平
成
二
十
年
十
月
に
急
逝
さ
れ
た
。
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

右
雲
英
氏
の
見
解
は
、
筆
者
、

そ
し
て
お
そ
ら
く
は
牛
見
氏
の
見
解
と
も
対
立
す
る
。
少
な
く
も
筆
者
が
こ
こ
ま
で
に
冗
長
と
も
言
え
る
ほ

ど
細
か
く
述
べ
て
き
た
清
勝
の
同
系
俳
人
の
重
視
は
、
大
坂
俳
壇
に
波
風
を
立
て
な
く
す
る
配
慮
と
解
し
て
き
た
が
、
視
点
を
変
え
る
と
そ
の

ま
ま
雲
英
氏
の

「
自
派
の
結
束
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
清
勝
自
身
の
『
百
人
一
句
』
に
な
ぜ
西
鶴
を
入
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
疑
問

は
、
該
書
に
大
坂
か
ら
七
十
七
名
（
雲
英
氏
解
題
に
よ
る
）
も
採
録
し
な
が
ら
、
か
つ
自
身
は
西
鶴
の
『
寄
仙
献
色
帥
』
に
入
集
し
て
い
る
事
実

に
徴
す
れ
ば
、
確
か
に
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
な
お
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
『
清
水
千
句
』
出

座
者
に
対
す
る
西
鶴
の
応
対
、
清
勝
の
行
動
（
た
と
え
ば
『
大
矢
数
』
興
行
で
脇
座
役
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
な
ど
）
を
考
え
る
と
、
以
降
、
両
者
に

確
執
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
雲
英
氏
の

「
自
分
の
立
場
」
を
顕
示
す
る
た
め
と
す
る
見
解
は
や
や
深
読
み
に
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

『
清
水
千
句
』
考

七
五
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「
自
派
の
結
束
」
を
強
め
よ
う
と
す
る
意
図
は
む
ろ
ん
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

み
ず
か
ら
重
要
な
位
置
を
し
め
た
『
生
玉
万
句
』
興
行
の
成
功

炉
問
一
糊
』
に
入
集
し
、
し
か
も
そ
こ
に
多
く
の
大
坂
新
進
俳
人
が
入
集
し
て
い
る
こ

と
に
刺
激
さ
れ
て
、
既
に
撰
集
の
刊
行
で
は
一
歩
先
ん
じ
て
い
る
清
勝
が
、
更
な
る
実
績
作
り
が
必
要
な
こ
と
を
痛
感
し
て
、
急
逮
、
『
清
水

か
つ
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
帯
仙

を
ま
の
あ
た
り
に
見
、

千
句
』
刊
行
を
決
断
し
た
。
山
本
消
知
の
序
文
に
は
、
当
時
の
大
坂
俳
壇
趨
勢
の
な
か
で
の
清
勝
の
立
場
が
微
妙
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
そ
う
思
う
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
そ
の
際
に
も
、
路
春
や
貞
困
の
存
在
意
義
、

ま
た
豊
春
・
松
緑
参
加
の
持
つ
意
味
が
考
慮
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
は
『
清
水
千
句
』
刊
行
の
成
果
が
清
勝
撰
『
百
人
一
句
』
刊
行
に
結
実
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
今
後
我
々

は
、
清
勝
の
『
百
人
一
句
』
の
内
実
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
清
勝
派
な
る
も
の
が
大
坂
俳
壇
で
ど
の
よ
う
に
生
育
し
て
い
っ
て
い
る

か
を
検
証
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
今
後
は
清
勝
の
活
動
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に

つ
加
え
て
お
く
と
、
前
回
金
五
郎
氏
が

「
土
橋
宗
静
日
記
」
に
お
い
て
、

八
木
宗
久
主
催
の
万
句
興
行
で
西
鶴
が
除
外
さ
れ
た
と

難
じ
な
が
ら
も
（
『
生
王
万
句
』
序
）
、
続
い
て
編
集
刊
行
し
た
『
寄
仙
』
に
宗
久
を
入
れ
た
こ
と
に
対
す
る
論
評
で
、
師
宗
因
の
取
り
な
し
で

和
解
し
た
か
、
あ
る
い
は
正
面
き
っ
て
喧
嘩
し
て
も
、
適
当
な
所
で
仲
直
り
す
る
と
い
う
、

い
わ
ば
、
客
商
売
と
し
て
の
内
輪
も
め
、
狭
い
世

界
を
遊
泳
す
る
要
領
の
よ
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
田
氏
は
延
宝
期
に
罵
警
護
誘
を
き
わ
め
た
貞
門
・
談
林
間
の
論
戦
も
引
例
さ
れ
る
の
だ

が
、
確
か
に
西
鶴
と
惟
中
の
そ
の
後
の
関
係
、
ま
た
突
飛
で
は
あ
る
が
昨
今
の
政
治
情
勢
を
傍
観
す
る
に
、

そ
の
よ
う
な
面
を
も
内
包
し
て
い

る
の
が
限
ら
れ
た
世
界
で
の
実
情
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

と
も
か
く
、
清
勝
と
は
直
接
的
に
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
本
茂
・
玄
三
・
冷
笑
・
喜
濯
・
保
直
等
一
定
の
俳
歴
を
持
つ
中
堅
俳
人
の
参

与
は
『
清
水
千
句
』
興
行
に
彩
り
を
加
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

T注

雲
英
末
雄
氏
等
に
よ
る
「
翻
刻
・
影
印
『
本
寄
取
・
絵
入

百
韻
一
句
』
」
解
題
に
、
平
成
六
年
度
東
京
古
典
会
主
催
の
入
札
会
（
目
録
三
四
九
番
）



に
出
品
さ
れ
た
『
歌
仙
俳
百
人
撰
』
の
巻
末
に
、
「
延
宝
三
乙
卯
歳
春
月
吉
祥
日
」
の
刊
記
が
あ
っ
た
旨
を
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
雲
英
氏
等
が
作
成
す
る
「
元
禄
時
代
俳
人
大
観
」
は
、
今
栄
蔵
氏
著
の
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
を
享
け
て
、
貞
享
元
年
か
ら
始
ま
る
稿
で
あ
る
。

該
稿
は
「
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
」
の
第
四
十
四
号
（
平
成
6
年
・

6
月
）
か
ら
始
ま
り
現
在
も
続
行
中
で
あ
る
（
最
新
は
花
号
・
平
成
幻
・

6
、

そ
の
お
回
目
、
宝
永
4
年
ま
で
に
到
っ
て
い
る
）
。
発
足
時
の
メ
ン
バ
ー
は
雲
英
氏
の
ほ
か
、
池
調
停
一
郎
・
伊
藤
善
隆
・
大
村
明
子
・
佐
藤
勝
明
氏
で
あ
っ

た
が
、
メ
ン
バ
ー
に
は
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
本
書
で
は
元
禄
十
六
年
六
月
刊
の
『
青
す
だ
れ
』
（
該
誌
訂
号
・
平
成
日
・
口
、
そ
の
M
）
ま
で
を
対

象
と
し
て
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
大
な
教
一
不
を
得
た
。
ま
た
、
楼
井
武
次
郎
氏
著
の
『
元
禄
の
大
坂
俳
壇
』
に
所
収
さ
れ
る
「
一
苅
禄
大
坂
誹
譜
書

誌
」
に
も
多
く
の
教
一
不
を
得
て
い
る
こ
と
を
銘
記
す
る
。

（
3
）
今
栄
蔵
氏
著
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
に
よ
る
。
同
氏
の
『
購
鵡
集
』
の
句
数
は
、
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
の
影
写
本
句
引
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

（
4
）
『
蛙
井
集
』
は
発
句
・
付
句
集
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
原
則
と
し
て
両
者
を
合
わ
せ
た
数
で
一
不
し
、
必
要
に
応
じ
て
分
け
て
記
し
た
。

（
5
）
『
境
海
草
』
に
つ
い
て
は
、
那
賀
盛
之
が
撲
を
進
め
て
い
る
途
中
で
死
去
し
た
た
め
、
阿
知
子
顕
成
が
後
を
継
い
だ
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
序
文
）
。

な
お
、
堺
・
平
野
・
大
坂
の
親
密
な
俳
壇
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
回
金
五
郎
氏
の
「
地
方
俳
壇
と
し
て
の
堺
」
・
『
土
橋
宗
静
日
記
』
、
永
野
仁
氏
『
堺
と

泉
州
の
俳
諸
』
（
新
泉
社
・
平
成
8
）
に
詳
論
が
あ
る
。

（
6
）
塩
村
耕
氏
「
鯛
屋
一
族
の
文
芸
活
動
の
諸
問
題
」
参
照
（
「
近
世
文
芸
」
必
・
昭
和
引
・
6
）

（
7
）
本
文
で
列
挙
し
た
俳
書
以
外
で
管
見
の
確
認
し
た
「
豊
春
」
で
見
ら
れ
る
入
集
作
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
円
生
玉
万
句
』
（
寛
文
日
年
6
月
刊
か
、

－
句
）
、
『
桜
川
』
（
延
宝
2
・
5
殿
、
内
藤
風
虎
撰
、

1
句
）
、
『
千
宜
理
木
』
（
同
3
・
9
刊
、
宗
信
撰
、
9
句
）
、
『
糸
層
集
』
（
同
3
・
U
刊
、
重
安
撰
、

2
句
）
、
『
誹
諮
昼
網
』
（
延
宝
4
・
5
刊
、
水
田
一
河
清
（
西
吟
）
か
、
日
山
句
）
、
『
西
鶴
歳
旦
』
（
延
宝
4
、
引
付
幻
）
、
『
道
頓
堀
花
み
ち
』
（
同
7
－

U
刊
、

富
永
辰
寿
撰
、
2
句
）

0

一
方
、
豊
流
号
で
入
る
撰
集
は
以
下
の
通
り
。
『
山
海
集
』
日
左
（
延
宝
9
・
3
、
斎
藤
賀
子
撰
）
、
『
俳
話
百
人
一
句
難
波
色
紙
』
ぬ
（
天
和
2
・
正
月
、

土
橋
春
林
撰
）
、
『
酔
犬
の
尾
』
（
同
2
・
正
月
、
松
花
軒
蛇
鱗
撰
、
歳
旦
一
発
句
集
）
、
『
糊
秋
津
嶋
』
（
一
元
禄
3
－

m、
団
水
編
、
3
吟
3
句
、
天
王
寺
・
豊

流
）
、
『
蓮
実
』
（
同
4
・
8
、
賀
子
撰
、
2
旬
、
大
坂
・
豊
流
）
、
『
糊
よ
る
ひ
る
』
（
同
4
・
H
、
文
十
撲
、

1
句
、
天
王
寺
・
豊
流
）
、
『
河
内
羽
二
重
』

（
同
4
－

H
、
幸
賢
撰
、
1
句
）
、
『
難
波
曲
』
（
同
4
・
正
月
、
高
木
自
問
撰
、
1
匂
）
、
『
き
さ
ら
ぎ
発
句
』
（
写
本
・
一
元
禄
5
・
2
序
、
季
範
撰
、
1
句
）
、

『
均
一
一
浪
花
置
火
健
』
（
同
6
・
2
、
休
計
撲
、
1
旬
、
大
坂
・
豊
流
）
、
『
献
し
ら
ぬ
翁
』
（
元
禄
6
・
5
、
遠
舟
撰
、
1
句
、
天
王
寺
・
豊
流
）
、
『
熊
野
が

ら
す
』
（
同
7
・
6
、
南
水
・
安
之
撰
、

1
句
、
天
王
寺
・
豊
流
）
、
『
網
代
笠
』
（
同
日
・
5
、
露
泉
撲
、

1
句
、
大
坂
・
豊
流
）
、
『
あ
さ
く
の
み
』
（
同

『
清
水
千
句
』
考

七
七



七
八

ロ
・
閏
9
、
舎
羅
撲
、
－
旬
、
天
王
寺
・
豊
流
）
、
『
金
毘
羅
会
』
（
向
日
・

9
序
、
寸
木
撰
、

1
句
、
天
王
寺
・
豊
流
）
、
『
続
古
今
誹
諸
手
鑑
』
（
同
日
－

m序
、
笑
種
撰
、
大
坂
・
岩
橋
・
豊
流
）
、
『
制
ふ
た
つ
も
の
』
（
同

u
・
正
月
、
蘭
道
撲
、

3
句
、
天
王
寺
・
豊
流
）
、
『
荒
小
田
』
（
同

u
・
4
、
舎
羅

撲
、
－
句
、
天
王
寺
・
豊
流
）
。

後
年
に
な
る
ほ
ど
一
句
人
集
が
多
い
。
豊
中
流
は
生
没
年
未
詳
、
元
禄
九
年
以
降
に
没
と
さ
れ
て
お
り
（
俳
文
学
大
辞
典
・
永
野
仁
氏
執
筆
）
、
没
後
入
集

の
可
能
性
あ
る
書
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
8
）
以
下
、
京
の
藤
井
玄
一
子
ど
推
定
さ
れ
る
玄
三
の
、
季
吟
系
連
句
集
へ
の
参
加
を
今
氏
の
『
俳
人
大
観
』
連
句
集
編
よ
っ
て
記
す
。
『
季
吟
宗
匠
誹
譜
』

（
写
本
）
は
寛
文
十
年
同
月
以
前
成
立
の
百
韻
十
ゴ
一
巻
を
収
め
る
が
、
そ
の
第
十
二
番
目
の
十
吟
百
韻
に
「
季
吟
凶
・
高
茂
9
・
玄
三
ロ
・
湖
春
日
」

（
以
下
略
）
が
あ
り
（
寛
文
十
年
一
一
月
廿
九
日
東
山
に
て
高
茂
興
行
）
、
次
が
寛
文
十
二
年
刊
の
『
季
吟
十
会
集
』
は
百
韻
十
巻
を
所
収
。
そ
の
第
六
番

に
十
一
一
吟
百
韻
が
あ
り
、
「
季
吟
Mm
・
重
義
5
・
湖
春
日
・
玄
三

ω」
（
以
下
略
）
、
（
寛
文
十
年
霜
月
九
日
埋
忠
重
義
興
行
）
。
更
に
該
集
九
番
の
十
吟
百

韻
に
も
「
季
吟
口
・
湖
春
ロ
・
宗
英

m
・
玄
三

m」
（
以
下
略
）
、
（
寛
文
十
二
年
五
月
朔
日
酒
家
宗
英
興
行
）
が
収
ま
る
。
以
下
は
略
述
に
な
る
が
、
延

宝
四
年
三
月
刊
の
『
季
吟
廿
会
集
』
。
該
集
に
は
季
吟
・
西
山
宗
因
・
阿
知
子
顕
成
を
含
む
九
吟
百
韻
（
二
番
）
も
入
集
す
る
が
、
十
一
番
に
季
吟
・
湖

春
・
玄
三
を
含
む
卜
吟
百
韻
（
寛
文
ロ
・

4
・
げ
）
と
、
十
九
番
に
前
記
コ
一
名
を
含
む
九
吟
百
韻
が
収
ま
る
。
寛
文
以
前
の
諸
家
連
句
を
収
録
す
る

『
誹
譜
集
書
留
』
（
写
本
）
に
も
季
吟
・
湖
春
・
玄
三
を
含
む
十
吟
・
十
一
一
吟
・
十
一
吟
百
韻
が
存
在
し
、
連
句
集
で
は
な
い
が
天
和
三
年
の
歳
旦
集
で

し
よ
う
り
ゅ
う

あ
る
『
誹
譜
三
物
揃
』
に
も
正
立
（
季
吟
の
次
男
）
三
物
の
あ
と
の
元
日
発
句
に
玄
三
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
で
京
の
玄
三
が
季
吟
と
き
わ
め

て
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
以
上
は
今
氏
著
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、
小
異
は
あ
る
も
の
の
玄
三
出
座
の
興
行
に
は
メ

ン
バ
ー
が
重
複
す
る
ケ
l
ス
が
多
い
。
以
上
の
の
こ
と
か
ら
玄
三
は
か
な
り
の
俳
歴
を
積
む
「
法
橋
」
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
玄
三
を

『
清
水
千
句
』
の
参
加
者
と
し
て
、
し
か
も
京
か
ら
比
定
す
る
こ
と
に
問
題
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
。

（9
）
筆
者
が
蕉
風
ら
し
き
雰
囲
気
を
感
得
す
る
の
は
、
元
禄
六
年
冬
序
、
藤
井
巴
水
撰
・
路
通
駿
の
『
糊
薦
獅
子
集
』
（
「
塵
塚
の
夜
の
ひ
か
り
や
古
扇
大

坂
／
保
直
」
（
加
能
越
古
俳
書
大
観
・
上
・
石
川
県
図
書
館
協
会
・
昭
和
必
復
刻
）
か
ら
で
あ
る
。
該
集
は
貞
室
・
宗
因
等
の
発
句
を
入
集
し
な
が
ら
も
、

大
津
乙
州
・
江
戸
其
角
・
京
去
来
・
大
坂
之
道
・
江
戸
曽
良
・
桑
門
芭
蕉
・
凡
兆
・
江
戸
嵐
雪
等
多
く
の
芭
蕉
及
び
そ
の
門
弟
が
入
集
し
て
い
る
。
大

河
良
一
氏
著
『
加
能
俳
譜
史
』
（
清
文
堂
出
版
、
昭
和
仰
）
に
よ
れ
ば
巴
水
は
藤
井
氏
、
そ
れ
以
外
の
伝
は
未
詳
と
さ
れ
、
該
集
は
蕉
門
の
句
を
集
め
て

住
吉
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
著
・
と
さ
れ
る
。
一
元
禄
六
年
の
秋
に
は
轍
士
が
金
沢
を
訪
れ
て
お
り
（
大
河
氏
著
）
、
事
実
『
花
見
車
』
巻
四
に
、
「
（
俳
書
の
出

版
ハ
）
京
よ
り
外
に
あ
る
は
し
り
が
た
し
。
句
の
さ
が
し
に
く
き
は
是
非
な
く
、
せ
め
て
の
事
に
題
号
を
あ
ら
は
し
け
る
」
と
し
て
、
「
巴
水
菰
師
子
」



を
あ
げ
る
。
所
収
書
新
日
本
古
典
文
学
大
系

nの
注
に
「
芭
蕉
を
は
じ
め
蕉
門
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
が
入
集
す
る
」
、
向
上
書
巻
末
の
「
人
名
索
引
」
で

も
「
巴
水
加
賀
金
沢
の
人
、
藤
井
氏
。
編
著
薦
獅
子
集
」
と
記
す
だ
け
で
あ
る
。
冗
漫
に
す
ぎ
た
が
、
該
集
で
の
「
大
坂
／
保
直
」
の
一
句
入
集
も
、

や
は
り
異
色
と
昔
守
え
よ
う
。

以
下
、
本
文
に
記
さ
な
か
っ
た
保
直
の
入
集
俳
書
を
、
蕉
風
系
に
と
ら
わ
れ
ず
、
順
次
し
る
す
。
『
糊
生
駒
堂
』
（
元
禄
3
－
U
践
、
燈
外
撲
、
保
直
・

1
句
）
、
『
き
さ
ら
ぎ
発
句
』
（
元
禄
5
・
2
序
、
季
範
撰
、
保
直
・

1
句
）
、
『
橋
守
』
（
元
禄

ω
・
閏
2
刊
、
荷
今
撲
、
大
坂
・
保
直
・

3
句
）
、
『
鳥
の

み
ち
』
（
玄
梅
撲
、
元
禄

ω
・
3
序
、
保
直
・

1
句
）
、
『
は
し
ら
ご
よ
み
』
（
元
禄

ω
・
6
刊
、
鶴
声
撲
、
大
坂
・
保
直
・

1
句
）
、
『
喪
の
名
残
』
（
元
禄

m
－
U
刊
、
北
枝
捜
、
保
直
・

1
句
）
、
『
淡
路
嶋
』
（
元
禄
日
・

3
刊
、
議
竹
撲
、
保
直
－

U
句
・
保
直
出
座
の
九
吟
歌
仙
あ
り
）
、
『
蓑
笠
』
（
元
禄
ロ
・

お
と
こ
ぶ
り

4
刊
、
舎
羅
撰
、
保
直
・
3
句
）
、
『
梅
乃
嵯
峨
』
（
元
禄
ロ
・

5
刊
、
三
惟
撰
、
保
直
・

4
句
）
、
『
誹
譜
男
風
流
』
（
元
禄
ロ
刊
、
天
垂
撲
、
保
直
・

4

こ
な
さ
ら
え

句
）
、
『
駒
撤
』
（
元
禄
日
・

6
刊
、
芙
雀
撲
、
保
直
・

5
句
）
、
『
夢
の
名
残
』
（
宝
永
2
・
4
序
、
海
業
撲
、
保
直
・

5
句）。

た
こ

（
ω）
『
生
玉
万
句
』
に
出
る
「
多
古
三
友
」
の
「
多
古
」
は
、
姓
で
は
な
く
地
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
歴
史
地
名
大
系
の
『
兵
庫
県
の
地
名
』
の
「
高

た
か
は

羽
村
」
（
現
神
戸
市
灘
区
楠
正
町
・
高
羽
町
等
）
は
近
世
期
摂
津
尼
崎
藩
に
属
し
、
「
慶
長
国
絵
図
」
等
は
「
タ
コ
村
」
と
称
し
た
旨
の
説
明
が
あ
り
、

川
村
博
忠
氏
の
『
江
戸
幕
府
撰
慶
長
国
絵
図
集
成
』
（
柏
書
房
・
平
成
ロ
年
刊
）
に
よ
る
と
、
摂
津
菟
原
郡
に
「
タ
コ
村
弐
百
九
十
石
四
斗
五
升
九

合
」
と
あ
る
。
当
地
は
神
戸
の
東
方
に
位
置
し
、
御
影
（
東
灘
区
）
の
西
、
西
宮
・
尼
崎
に
近
い
。
下
垣
内
和
人
氏
著
『
近
世
中
国
俳
壇
史
』
（
和
泉
書

院
・
平
成
4
年
刊
）
の
第
二
章
で
、
「
延
宝
期
を
中
心
と
し
た
俳
書
の
中
か
ら
、
中
国
地
方
の
人
々
の
作
品
を
挙
げ
て
み
よ
う
」
と
さ
れ
た
上
で
、
『
生

玉
万
句
』
か
ら
、
「
多
古
／
正
倫
」
を
あ
げ
る
。
「
多
古
・
三
友
」
は
な
い
が
、
こ
の
「
多
古
」
を
中
国
地
方
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
な
お
検
討
を

続
行
す
る
。
な
お
、
摂
津
菟
原
郡
「
タ
コ
」
村
の
漢
字
表
記
を
含
め
て
、
歴
史
的
地
位
や
文
化
状
況
も
未
調
査
で
あ
る
。

『
清
水
千
句
』
考

七
九


